















居眠り王子の秘密のお仕事
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　　一章




　　　★　　★　　★




　涼りょう子この頬に、颯そう太たの指が優しく触れる。

　自然とふれあう唇。涼子の心臓は、颯太に聞こえるくらいに激しい鼓動を打っていた。

　生まれて初めての恋。そしてキス。

　颯太に「好きだ」と言われたあの時から、涼子の初めては彼によって次々と奪われていった。

「怖くない？」

　颯太の甘い声が涼子の頭を駆け巡る。

　颯太のぬくもりが、涼子の心を満たしていた。

「大丈夫……」

　涼子の顔が真っ赤になる。これからすることを理解してないわけじゃない。恋人関同士なら必ず通る道だと知っていた。

　ベッドの上に座り、颯太と唇を重ねる。

「上、脱がすね」

　涼子を守っていた服が脱がされていく。怖くもあり、嬉しさもあり、恥ずかしさもあったが、彼の顔を見るたびに、それらの感情が溶け合って身体中を駆け巡っていった。

「優しくするから」

　颯太に抱きしめられて、耳の下から首筋を通るようにキスされる。背中を這う颯太の指先が涼子の感情を高まらせていった。

「あ……」

　指先から伝わる熱に意識を向けてると、颯太にブラを外され、彼女を守っていたものは全てなくなる。

「とてもキレイだ……」

　横になった涼子の胸を大きな手が包み込む。首筋から颯太の舌が這い、胸の先端まで辿り着く。

「好きだよ。世界で一番」

「そんな、んっ……！」

　自分でも驚くような嬌声が漏れた。涼子は手で口を塞ごうとするが、颯太に掴まれ阻まれる。

「やっ……っ」

　乳房を舌で円を描くようになぞっていく。体中が熱くなり、真っ白になっていく思考。

「顔、こっち向けて」

「ん……」

　見ないで欲しい。こんなふやけた顔を見られたくない。それでも彼の唇は再び涼子の唇に戻っていく。今度は舌と舌がちょんと触れあうキス。

「次は大人のキスしよっか」

　互いに見つめる数秒間。涼子の目には、まるで絵本に出てくるような王子様のようにキラキラ光る颯太の姿しか映っていなかった。




　　　◇　　◇　　◇




「私の前にも、王子様、現れないかな」

　校庭の端にある大きな木の下。そこに読書をしながら夢見る少女の姿があった。セミロングの黒髪に、しわのない長袖のブラウス。膝丈まであるスカート。校則をしっかり守った、お手本のような女子高生。

　名前は柊ひいらぎ琴こと葉は。生まれてから高三の現在に至るまで恋愛経験はゼロ。真面目で少し地味な女の子だ。

「やっぱり安あん藤どう涼子ちゃん。私に似てる。いいな～。颯太くんみたいな彼氏がいたらな～」

　琴葉は『キスで紡ぐ恋の先』という小説を胸に抱き、空を見上げる。頭の中は涼子と颯太の愛し合うシーンで埋め尽くされていた。

　櫻さくら井い優ゆうのデビュー作にして、女子高生の間で密かに人気がある小説。官能的なシーンがあるというのに、胸がキュンとする「純愛小説だ」と言われ、略称名の『キス先』で知れ渡っている。

　満足感に浸っていると、そこに校内の放送が耳に入ってきた。

「三年Ａ組、柊琴葉。至急職員室に来るように。待ってるからな～」

　不意に担任の声。琴葉の表情がだんだんと凍り付いていく。

「あ……昼休みに先生に呼ばれてたんだっけ……。と、と、とりあえず急がなきゃっ」

　腰を上げ、無地のカバーが付いた文庫本を片手に学校の中へと走っていった。

　廊下にいる男子たちを華麗に避けつつ、ダッシュで職員室を目指す。

　だが、階段の手前の角を曲がろうとした時、いきなり現れた大きな壁にどんっと衝突した。

「えっ……？」

　文庫本を落とし、後ろに転びそうになった琴葉を、筋肉質な腕が包み込む。目の前が真っ暗になり、頬にワイシャツの生地のさらさらした感触だけが残った。

「柊、大丈夫？」

　頭上から聞こえる男子の声。声のする方に顔を上げる。

「さ、榊さかき原ばらくん!?」

　琴葉の瞳には爽やかに微笑む、榊原尚人なおとの顔しか映らなかった。

　近すぎる距離。尚人の腕の中にいるという状況を理解するのに、数秒掛かった。

　そして琴葉の身体が、まるで怖いものでも見たかのように怯え震え始める。

　次の瞬間、尚人の腕を振り払うと、三歩ばかり後ろに下がった。

「大丈夫？」

「だ、大丈夫。ごめんなさい。私、急いでて……」

　琴葉を見る尚人の目線が上から徐々に下ろされていく。

「いいって。でも怪我とかなさそうで本当に良かった」

　心配してくれる尚人。嬉しいはずのその言葉に、返す言葉が見つからなかった。

「どうかした？」

「そ、その……私急ぐから、じゃね……」

　俯いたまま、落とした文庫本を拾い、尚人が来た方向に走っていく。

「あの、柊」

　一人残された尚人は、廊下の隅に落ちていたもう一冊の文庫本を拾う。

「あれ、俺の本なんだけどな……」

　偶然にも同じ書店のカバーを付けていた二人の本。

　尚人は、琴葉の落とした小説『キス先』をぺらぺらとめくり始めるのだった。




　昼休みが終わり。五限の真っ最中。琴葉は机にきちんと教科書とノートを並べ、真面目に先生の話を聞いていた。

　先ほど職員室に行き、渡辺わたなべ先生から頼まれていた仕事を忘れていたことを怒られた。授業で回収し忘れたノートを、次の休み時間中に集めてきて欲しいと言われていたのだ。

　次の授業までに返せるようにノートは今日中に必ず集めないといけない。琴葉が仕事をすっぽかしたので、先生が昼休みにやるはずだった仕事が少しだけ先延ばしになった。

（後でノート集めないと。もうミスは許されないんだから。でも今は、授業に集中）

　静かな教室の中、ノートを取る琴葉の後ろの席から女子たちのこそこそ話が聞こえてきた。

「ねぇほら、また王子が眠ってる」

「もぅ～かっこいい。ねぇ、こっそり写真撮ってもいいかな？」

「だったら、私のベストショット、いる？」

「え、いるいる。ありがと～。私、榊原くんと同じクラスになれて幸せだよ～」

「だよね。あ、ねぇ、琴葉も写真いる？」

　友人の七海ななみに後ろから肩をポンと叩かれる。

「こ、今度貰うね」

　先生に見つからないよう小声で返事をする。七海は「ふうん」と不思議そうな様子で、またすぐ後ろの席の女子と話し始めた。

（クラス替えをしたばかりなのに、すごい人気だ……）

　琴葉の隣席。机に置いたノートの上で、こっちを向きながら気持ちよさそうに眠っている尚人の姿があった。

　授業中、子供のような可愛い寝顔で眠る事から、付いた称号が『居眠り王子』。

　気がつけば、三年生の間には居眠りをする尚人に夢中な女子が複数いた。

（確かにかっこいいと思うけど、授業中に寝るのは良くないと思うな）

　三年間同じクラスの琴葉には、尚人が寝ることも、女子たちが騒ぐことも、すでに見慣れた光景だった。

（でも私、さっき居眠り王子とぶつかったんだっけ……。それで、抱きかかえられて……）

　昼休みの事を思い出す。すぐそばにあった美しい顔。尚人の力強い腕の感触がまだ少し残っている。

　思い出すにつれ、顔がだんだんと熱くなっていった。

（ダメだダメだ。授業に集中しないと……。榊原くんは別世界の人なんだから、気にしない気にしない）

　恋愛どころか、男子とまともに話したことすらない琴葉にとって、寝ているだけで女子にモテモテの尚人は、完全に違う世界の住人だった。

（そういえば、榊原くんって『キス先』の颯太くんに少し似てるかも……）

　尚人の顔をじっと見てみる。琴葉が思い描く颯太と、隣の尚人の雰囲気がどこか似ているような気がする。

（もし、私の王子様が榊原くんだったら……。ない、ない、絶対ないけど……。さっきぶつかった瞬間、抱きかかえられたその次は──）




　　　＊　　＊　　＊




　廊下で尚人とぶつかり、腰に腕を巻かれる。

「ご、ごめんなさい……」

「だ～め、許さないから」

　尚人は琴葉の耳元で甘く囁いた。くすぐったいような感覚が体中を駆け巡る。

「えっ、ちょっと……」

　そして、尚人の両手が琴葉の太股をなぞり、そのままスカートの中に入っていく。

「ほら、これで逃げられない」

　再び耳元で囁かれると、完全に身動きが取れなくなった。

「だ、誰かに見られちゃ──」

　尚人の左手が唇にそっと触れてきて、言葉を遮る。

「このままキスしようか？」

　尚人の顔が徐々に近づく。触れようとする唇を妨げるのは彼の人差し指一本だけとなった。




　　　◇　　◇　　◇




（ダメ……。こんなところで初めてのキスは……。でも……）

　そこに五限が終わるチャイムが鳴り、琴葉は妄想から現実に引き戻される。

「はい、今日はここまで」

　先生が言い終わると、起立、礼、と号令が掛かる。

「え、あ……」

　授業終わっちゃった、上の空だったことを反省する。

「え～っと、ここのクラス委員はノートを集めるんじゃなかったっけ。さっき柊が忘れないように念を押しといてって渡辺先生に言われたんだけど」

　先生からの一言にハッとする。

「あ、はい、理科のノートを集めます。先生ありがとうございます」

　琴葉は席を立ち、丁寧にお辞儀をする。顔を上げ、今度はクラスのみんなに向かって声をかける。だが、琴葉は男子とは決して目を合わせようとはせず、女子の方を積極的に向いていた。

「今から私のところに理科のノートを持ってきてください」

　人前で話すのが苦手な琴葉の小さな声は、あっという間に休み時間の喧騒に飲み込まれてしまう。

「琴葉、時間掛かりそうだし私先に行ってるよ」

　七海がそう言うと、体操着を持って教室を出て行く。

「あ、うん、わかった」

（そういえば、次体育だった！　早く集めないと！）

　そう思って焦る琴葉を残して、だんだんと女子の姿は消え、教室で男子が着替え始める。

（や、やだ……まだ私がいるんですけど……）

「もうノート出してない人いませんね！」

　早く教室を出たいので、ノートの束を抱えドアの方向に歩き始める。しかし、琴葉はそこで居眠りしている王子に気付いた。

（もう！　榊原くん早く起きてよ）

　でもその声は届かず、未だぐっすりの尚人。

　慌てる琴葉の目に、尚人の机にあるノートが映る。それは尚人が理科の授業中からずっと出していたノートだった。たしか板書をしていたはず……。

（勝手に集めていいよね……。時間もないし）

　そっと尚人に近づき、山積みになったノートを抱えながら、手を伸ばす。

「ダメ……」

　唐突の尚人の寝言。琴葉の身体がビクッとなって一瞬固まった。

（え、え、ダメなの!?　でも、でも）

　驚いてキョロキョロと辺りを見渡した琴葉の視界に、着替え中で上半身裸の男子たちの姿が飛び込んでくる。琴葉は慌てて尚人の机の上のノートを手に取り、逃げるようにして教室を後にした。




　重いノートを一人で運ぶ琴葉は、慎重かつ急ぎ足で廊下を歩いている。

　体育の着替えの時間も必要だし、早くこの仕事を終えたかった。

（それにしても、なんで榊原くんはいつもああなんだろう）

　三年間クラス委員を務める琴葉の、三年間消えない疑問。それは、ずっと同じクラスの『居眠り王子』の存在だった。

（最初は、授業中寝るなんてありえないって思ってたけど、最近はそれが普通になってきちゃったなぁ。これってやっぱり、慣れ、なのかな？　はぁ……）

「おい、柊」

　琴葉が考えながら歩いてると、男の声が聞こえて肩をポンと叩かれる。

「ひゃああ！」

　突然の出来事に、持っていた山積みのノートを廊下にぶちまけてしまった。

「す、すまん、まさかそこまで驚くとは……」

　肩を叩いてきたのは理科担当の教師で担任の渡辺先生だった。

「い、いえ、こっちこそごめんなさい」

　先生と一緒に廊下に散らばったノートを拾い始める。

（男の人に触られた……。今日は二度目かぁ……。うん？）

　集めているノートの中に『アイデア帳』と書かれたものを見つけた。

　疑問に思い、好奇心を抑えられず、ごめんなさいと心の中で謝りながら中身を見る。

　そこには琴葉に馴染みのある官能的な文章が綴られていた。

（キスは唇を噛むように……乳首を指ではじいた後……濡れたところはかき分けるように──って……まだある……次は……）

　次の瞬間、夢中になって読んでいたアイデア帳を取り上げられる。

「ほら柊、次体育だろ。ノートは持ってってやるから、お前はもう行っていいぞ」

「はい……ありがとうございます」

　先生からそう言われ、琴葉は仕方なく返す。

　もう少しだけ読みたかった、と思いながら更衣室に向かう。

（ど、どうしよ……持ってかれちゃったよ！）

　アイデア帳のことが頭から離れなかったが、授業が始まるチャイムが鳴り、慌てて女子更衣室に向かった。




　今日の体育はマット運動だ。開始にちょっと遅れてしまったので、厳しい体育の先生から怒られた。本日二度目の失敗でテンションは駄々下がりである。

（榊原くんさえ寝てなければ……集めるの間にあったのに……）

　心の中で言い訳をしながら、隣のコートで楽しそうにバスケをする男子たちを見てみた。

　体育館を半分に分け、女子はマット運動、男子はバスケをしている。

（男子ってやっぱりすごい……。力強そうだし、普通に大声も出すし）

　そこにシュートを打つひときわ目立つ男子の姿が目に入る。ゴールが決まり、チームメイトとハイタッチをしているのは尚人だった。

　クラスの中でも身長の高い尚人は、大勢の中にいても十分に目立つ。女子の何人かも先生の目を盗んで男子の方を見ていた。

「なに？　琴葉も王子様狙い？　ふ～ん」

　いつの間にか隣に座っていた七海が意味ありげに頷いている。

「ね、狙ってなんかないよ」

「フフ、ごめん冗談。男子と話すのが苦手な琴葉に、彼氏彼女の関係はまだ早いか」

「知ってるなら狙うとか言わないでよ、もう」

「ごめんごめん。でもやっぱ彼氏、彼女って憧れるでしょ？」

「それは、うん……」

　琴葉も年相応の恋を夢見る少女。男子は苦手でも、彼氏が欲しいと思ったことはある。

「ひとまず男子に近づくところから始めないとだね。あ、先生に見つかるとヤバい」

　親指をグッと立てた七海はマット運動を再開するのだった。

「そう簡単に言われても……」

　ため息をつきながら、再び男子の方に目線を向ける。

（琴葉も王子様狙い、か……。も、ってことはみんなも狙ってるってこと。やっぱりモテるよね……王子様だし）

　クラスのみんなは『居眠り王子』などと言って騒いでいるけれど、琴葉は真剣な顔をしている尚人の方が断然カッコイイと思っていた。

（居眠りして授業を聞かないのはちょっとね……あ、また点入れてる）

　自然と目が尚人の姿を追う。試合を終えた男子たちがコートの外に集合しようとしていた。

　その時急に尚人がこちらに振り向く。視線がぴったりと合い、そのまま数秒が過ぎる。

　いきなりの出来事で固まる琴葉を、尚人の視線は鋭く捕らえていた。

（え、な、なに!?　私なんかおかしい!?）

　俯いて尚人の視線を避ける。身体の奥から恥ずかしさが押し寄せてきた。

（なに……今の）

　下を向きながら片目でそっと尚人の方を窺ってみる。尚人はもうクラスメイトと楽しそうに話していた。

（やだ、私、絶対顔が赤い……。なんか違うこと考えよ……。そうだ、さっきのアイデア帳）

　先ほど見た官能的なメモ書きが思い出される。

（あれはやっぱり男子のかな。いや、女子の可能性も……って、アイデア帳ってことは、理科のノートと間違えて出しちゃったんじゃ……）

　次第に落ち着きをなくしていく。

（だったら早く取り返さないと……あんなの先生に見つかったら……うわぁ）

　今になってノートの間違いの重大さに気付くのだった。




「失礼、しま～す。渡辺先生いますか？」

　放課後。琴葉は理科準室に入った。先生がいないことを確認し奥に進むと、さっき集めたノートが山積みに置かれている。

「え～っと……」

　一冊ずつ手に取り表紙を確認していく。そして、琴葉の心をとらえたノートを抜き取った。

「あったぁ～、よかったぁ～」

　念のためと言い訳して、アイデア帳の中身を素早く拝見する。

（うん、間違いない！）

「あれ、柊？」

　背後から声をかけられアイデア帳を持ったまま琴葉の動きが止まる。恐る恐る振り返ると、そこには『居眠り王子』がいた。

「さ、榊原くん!?　どうかした？」

「ちょっとまぁ、用があって」

「そ、そう。私はもう帰るね」

　焦りながらも、アイデア帳が見つからないよう背後に隠しつつ理科準備室を出ようとする。

「柊さぁ」

　尚人に呼び止められ、その場で固まる。

「俺のノート持っていってどうするの？」

　え？　と心の中で驚く琴葉に向かって、いかにもそのノートを渡せとばかりに尚人は片手を差し出した。反射的にノートと尚人の間に自分の身体を入れて妨害する。

「ちょ、ちょっと、待ってって」

「誰かいるのか？」

　準備室の外から渡辺先生の声がした。

（せ、先生が来ちゃった……！）

　理科準備室は普段生徒の立ち入りを禁止している。

「柊、こっち」

　いきなり尚人が琴葉の手を引っ張る。そのまま尚人と一緒に机の下に隠れることになった。

（え、え？）

　突然の出来事でなにがなんだかわからない。

「おっかしいな～。声がしたような気がしたんだが」

　先生が準備室を歩き回る音がする。

「静かに……」

　目の前には尚人の顔。いきなり隠れたため密着状態。おまけに右手で口まで押さえられてしまった。

（な、なんなのー！）

　先生の足音が近づいては止まりを繰り返し、心臓の音が尚人に聞こえるんじゃないかとばかりにバクバクしていた。尚人からは若干の汗のにおいがする。琴葉の生活圏にはない嗅ぎ慣れないにおいに、尚人が男性だということが強調された。

　二人の目の前に先生の足が現れる。驚いて声が出そうになるが、尚人の手がちゃんと押さえていてくれていた。

（どうしよ……。こんな姿見つかったら……。先生……お願い……もう）

　願いが通じたのか、先生は教室をざっと見渡すと、そのまま準備室を出て行った。

「ふぅ……」

　口から尚人の手が外される。

「ごめん柊。迷惑かけた」

「い、いや、そんなことは……」

（怖かった……）

　緊張状態から解き放たれ我に返る。

（男子とこんな至近距離で……まだ足がガクガクしてる……）

「柊、そんでノート」

「あ、ごめんなさい」

　琴葉は慌てながらアイデア帳を渡す。

「よかった。これが先生に見つかるとな……」

　尚人の言葉から、アイデア帳の持ち主が尚人だと確信する。

「あ、そうだ。昼休みに本を落としたでしょ」

　そう言うと、尚人はポケットかカバーがかかった本を取り出す。

「え？　でも」

　ちゃんと拾ったよ、と琴葉もポケットから同じく本を取り出した。

　そのまま中身を開くと、間違いなく、お気に入りの『キス先』だ。

「あれ？」

　めくってみると、見覚えのない栞が挟んである。

「これって」

「それ、俺のなんだよ」

　一瞬なにを言ってるかわからなかった。

（榊原くんが『キス先』を……え？）

「で、まさかあの真面目な柊が、これを読んでいるとは思わなかった」

（それはこっちのセリフー！）

　尚人と同じクラスになって三年目。彼は女性向けのえっちな本を読んでいるようなキャラじゃない。

「なぁ柊」

「な、なに？」

　困惑する琴葉の様子を面白がるように尚人が意味深な笑みを浮かべる。

「柊にしか出来ない、手伝って欲しいことがあるんだけど」

　尚人の真っ直ぐな視線が、琴葉の思考を止めた。

「私にしか、出来ないこと……？」

　これ以上男性に──尚人に関わってはいけない。そう思って半分逃げ腰になっていた。

「そう。お願いできるかな？」

　そう言われると断りづらくなるのが琴葉の性格。でも今回だけは、どうしても断りたいと思ってしまう。なぜなら、目の前にいる尚人は自分の知ってる榊原尚人ではないと思ったから。そんな尚人が急に恐ろしくなったのだ。

「じゃあ、手伝ってくれないなら、柊がこの本読んでることみんなに言おうかな」

　尚人の無邪気な笑顔が、悪魔の微笑みに見えた。

「そ、それはダメ！」

「じゃあ、手伝ってくれる？」

　尚人はそれ以上なにも言わない。その沈黙がどんな言葉よりも琴葉にプレッシャーをかけた。

「……うん」

　琴葉は結局首を縦に振るのだった。




　学校からの帰り道。川沿いを歩く琴葉の隣には、尚人の姿があった。

（私、男の人と一緒に帰ってるよ……）

　未だかつてない体験の連続に、頭はパニック状態である。

（なんか話した方がいいよね……。大丈夫、今まで何度も妄想してたじゃない！）

　と思ってはみるものの、妄想と現実の間にそびえ立つ高い壁に、口は動く気配を見せない。

「柊にさ、話すことがあるんだけど」

　先に沈黙を破ったのは尚人の方だった。

「俺、官能小説家なんだ」

「え？　官能……小説家？」

　尚人は冗談を言っているのだろうか？　でも咄嗟に見上げた尚人の顔は真剣そのもの。

「そう、官能小説家。女性向けのね」

　頭の整理が追いつかない。最終的に琴葉は深く考えることを放棄した。

「へ、へー、すごいね」

「驚かないんだ？」

「い、いや、驚いてるよ」

「そう。ふ～ん」

（官能小説家？　官能小説家って、あの、あれだよね。男女間の性的描写が含まれる小説のことだよね!?）

「官能小説の仕事は父親の手伝いから始まったんだよね」

「お父さんの影響とか？」

「影響かぁ、そうかも。色々あって、気がついたら一冊書いてたって感じかな」

「なんか、すごいね」

　感心しながらも、あの爽やかな居眠り王子が官能小説家ということを信じられるわけがない。

（嘘じゃ、ないよね……でも……）

　からかわれているんじゃないだろうか。『キス先』を読んでいると知られて、冗談半分に話して面白がっているんじゃないだろうか。琴葉の心には尚人に対しての疑いがあった。

「あ、これ本当のことだからね」

　そんな琴葉の心を先読みしたかのように尚人が念押しする。

「べ、別に疑ってないよっ」

「正直ひいたでしょ」

「え、なんで？」

「だって官能小説家だよ？」

　どこか不安げに尚人がそう問いかけてくる。

（自分が言いだしたくせに、なんでそんなに不安そうなの？）

「ううん、いいと思うな。官能小説家」

　いつもの堂々とした態度と違う尚人が心配で、琴葉はつい、深く考えもせずそんなことを言ってしまう。

「そっか……」

　尚人は照れたような表情を浮かべる。

（お父さんの手伝いでしょうがなく書いてるんだよね？　でも、榊原くんも私と同じでえっちなことに興味があったりして……）

　別世界の人だと思っていた尚人と、ちょっとだけ距離が縮まった気がした。

　二人が話しながら歩いていると、橋のたもとまで辿り着き、自然と互いに足を止める。

「俺の家、こっち方向だけど。柊は？」

　尚人が川の向こう側を指さす。

「私はこっちだから、逆方向だね」

　尚人と一緒にいる時間が終わってしまう。ふとそう思った。

「じゃあ、柊って地元に住んでるんだ」

　琴葉の帰る方向は学校の最寄り駅とは逆方向。駅を利用しないことから、地元に住んでるということがわかったのだろう。

「うん……ここを真っ直ぐ行ったところで、徒歩二十分くらいかな」

「俺も二十分くらい。もしかしてギリギリ徒歩通学圏内？」

「そ、そう！　徒歩だから朝から疲れちゃう」

「だよね！　朝からちょっとした運動だよ」

　尚人が笑いながら言うと、それにつられて琴葉もクスッと笑ってしまう。

「じゃあ、俺はもう行くから」

「あ、うん。じゃあ」

　手を振りながら尚人が歩き出す。大きな背中に手を振ると、琴葉も自宅の方向に歩き出した。

「あ、柊、ちょっと待って」

　尚人はポケットからスマホを取り出し、琴葉の方に戻ってくる。

「連絡先、交換しようよ」

「え……あ、うん。わかった」

　いきなりの出来事で戸惑いつつも、それに応じてスマホを取り出し、尚人のスマホに近づけた。

「はい、これでよし」

「うん……」

　スマホの画面をじっと見る。そこには『榊原尚人』としっかり表示されていた。

「メールとかいつでもしていいから」

「うん……」

「あと、これからは尚人でいいよ。榊原くんじゃ長いし。打つときとかさ」

「そうだね……」

　尚人の話に琴葉は空返事を繰り返す。視線は未だにスマホの画面を見たままだ。

「聞いてる？」

「き、聞いてるよっ」

「本当？」

　尚人が顔を覗き込んできて言う。少しだけ近づいた尚人の顔に、琴葉は一歩下がってちょっとだけ距離をとった。

「じゃあ、ちょっと呼んでみて」

「えっと、なんて？」

「尚人って」

　琴葉はやっと状況を理解する。途端に顔がポッと赤くなった。

「え、えっと、その……」

「ほら、早く」

　せかされ、パニックになる。もう尚人の顔は見られなかった。

「な、尚人……くん」

　呼び捨てはさすがにできない。

「はい、じゃあね、柊」

「じゃあね……その、尚人くん」

　尚人が琴葉から離れ、歩いていく。

（なんか、すごく、疲れた……）

　そして再び、スマホの画面を見る。そこには尚人の連絡先が表示されていた。

（すごい……）

　琴葉のスマホに、初めて男子の連絡先が登録された。

　画面に映る尚人の名前を見て、照れくさくもあり、不安もあるが、どこか嬉しさを感じている自分がいる。

（尚人くん……か……男子を名前で呼ぶなんて、小学生の時でもあったかどうか……）

　歩きながら、琴葉はふと、今までの尚人を思い出してみた。三年間同じクラスで、近くにいる時間は多いのに、話す機会なんてほとんどなかった。共通の話題もないし。

（普段は寝てばかりなのに、さっきの理科室は……）

　いつもと違うキリッとした目で見つめてきた尚人。先生に見つかってはいけない緊張感も合わさって、あのドキドキはしばらく忘れられそうにない。

（あ、手伝い！　内容聞きそびれた……そうだ）

　持っていたスマホの画面を開き、メールの宛先選択で尚人の名前を表示する。だが、そこから数秒間、琴葉の指は動く気配を見せなかった。

（さっき交換したばかりだし……メールはまだ……ね）

　自分にそう言い聞かせ、本文を書かないまま、スマホの画面をそっと閉じる。ちょっとした不安とドキドキを抱えながら帰路についた。





　　二章




　　　★　　★　　★




　涼子は颯太と並んでベッドに座る。手を重ね、身体を密着させた。

「もう男は怖くなくなった？」

　颯太は涼子の目を見て話す。

「ちょっとだけ克服できたと思う……でもまだ怖いと感じるときもあるよ」

　俯く涼子は元気がない。涼子は、高校三年生にもなって男子が苦手な自分が嫌いだった。なにを話していいかわからないし、男子が発する乱暴な言葉に嫌悪感も抱いてしまう。

　男子に話しかけられない。近づけない。そんな自分を変えたいと思っていた。

「でもこのまま誰とも話さないってことできないでしょ」

　わかってる、そう思うが、身体が言うことを聞かないときだってある。

「颯太くんに迷惑かけてるよね……」

「そんなことない」

　颯太が笑顔を見せる。

「誰だって怖いものはあるよ。俺だって幽霊とか怖いし。これ、秘密ね」

　涼子はクスッと笑う。やっぱり幼馴染みの颯太といる時だけ、自分の恐怖心を忘れられる。理屈ではなく、温かいものに包まれてるような安心感があった。

「颯太……」

　頭を颯太の肩にのせる。自分が受け入れられていると思うこのときが、一番の幸せだった。

「俺がずっと隣で支えてやるから」

「……うん、ありがと」

　颯太の腕が肩に回り、自然と唇が重なった。




　　　◇　　◇　　◇




「あ～、これだよ、これ！」

　二階の自室。ベッドの上で横になり、琴葉はごろごろと左右に転がりながら興奮していた。

「涼子ちゃーんっ」

　腕には『キス先』が抱かれている。涼子と颯太のラブラブシーンを読んで、感情が高ぶっていた。

「私にも、颯太くんみたいな彼氏がいたらな……」

　そこに尚人の顔がよぎる。

「はぁ……王子様かぁ。桜井優さんも、やっぱり王子様に出会ってるのかな？」

　本を見ながら考えてみる。

「きっとこの人も、私みたいに男の人が苦手なんだろうな。そうじゃなきゃ、涼子ちゃんのこんな気持ち、書けるわけないし」

　そうだといいな、とそれは半分願望みたいな感じだった。

　ふと横にあったスマホを手に取ると、榊原尚人の連絡先を表示する。

「尚人くん、か……手伝いのこと聞かないとな」

　そう呟いた瞬間、画面が青白く光り、まさに今思い描いていた相手の名前が表示されていた。驚きのあまり、慌てながら上半身を起こし、通話ボタンを押す。

「は、はい。こちら柊です」

「フッ、柊って電話出るの早いね」

（い、今笑われた？）

　恥ずかしくなって、だんだんと顔が熱くなる。

「えっと、手伝いのことなんだけどさ」

「あ……うん」

　一瞬、尚人と一緒に理科準備室の机の下に隠れたことを思い出す。

「小説に関わる頼み事なんだ」

（小説関連なんだ。どんなのだろ？）

「一緒にシーンの再現をしてくれる？」

　琴葉の思考が止まった。

「ししし、シーンの再現!?」

「うん、シーンの再現」

（シーンの再現って……ちょっと待って、尚人くんは官能小説家……それってつまり──）




　　　＊　　＊　　＊




　ベッドの上。横になっている琴葉の上に、上半身裸の尚人が覆い被さる。

「琴葉、これも手伝いなんだ。わかって欲しい」

「うん……大丈夫……わかってる」

「それじゃあ、始めるね」

　尚人が琴葉の服に手をかけた。されるがままに、服は乱れていく。

「まっ、んっ……尚人……くん……」

　首筋に尚人の舌が這う。緊張で強ばった全身が、尚人に触れられるたびに、甘く溶かされていった。

　ブラウスを脱がされ、次にブラが外される。男性に胸を初めて見られる。琴葉は隠そうとするが、尚人に手首を掴まれ阻止された。

「琴葉の全てを見せて」

　潤んだ琴葉の瞳を尚人がじっと見つめる。

（もう……逃げられない……）

　この後、なにが起きるのか理解した。それでも尚人を拒むことができなかった。




　　　◇　　◇　　◇




「って、感じだけど、いいかな？」

「え、あ、うん。全然いいよ」

（どうしよ……聞いてなかった……）

　妄想をしてる間に尚人が手伝いの内容を話していたらしい。

「じゃあ、明日休みだし、さっそくだけど十二時に駅前でいいかな？」

「う、うん、わかった」

　聞いてませんでした、とは言いづらい雰囲気。琴葉は承諾するしかなかった。

「うん、明日楽しみにしてる。じゃあね」

「うん、じゃあ」

　切れた電話をじっと見つめる。

（休みの日に駅前で待ち合わせ……それって……）

　したいと思ったことがないと言えば嘘になる。憧れだって当然あった。

（デート…………じゃないよね。落ち着け私！　ただの手伝いなんだから！）

　尚人からは手伝いとしか言われていないが、期待してしまう自分がいる。

（明日……なに着てこう……）

　琴葉はひとまずクローゼットを開いた。

（う～ん……）

　今まで休みの日に男子と出かけるなんてしたことがない。そのため、目立たず、落ち着いた雰囲気の服しか持っていなかった。

（靴なら……たしか）

　服選びには時間が掛かりそうなので、先に履いて行く靴を探すことにした。

「琴葉～、ご飯できたよ」

　階下から母親の声が聞こえてくる。気がつけばもう夜ご飯の時間だ。

「わかった。今行く」

　母親に、男子と二人きりで出かけると言ったら大騒ぎをするに違いない。明日のことはバレないように、琴葉はいつも通りの自分を演じていた。










　時間はお昼の十二時。地元では有名な駅前のモニュメントの前で、琴葉は尚人のことを探していた。街で一番大きな繁華街に行くときの待ち合わせ場所として、駅前といったらココという高校生ならではの暗黙の了解があった。

　待ち合わせをしているのか、おしゃれをした人が沢山いる。

　昨夜琴葉は着ていく服を選ぶのに遅くまで悩んだ。こんな事は初めてで、あの日から、初めての経験ばかりが続いている。

（変じゃ、ないよね……）

　白のブラウスに、紺のフレアスカート。そして、まだ一度しか履いたことのないストラップヒール。

　今年のお正月にお年玉で買った一番のお気に入りだ。

（うぅ、恥ずかしい……）

　しかも今回は初の試みがある。

　昨夜、一度着てみたものの、鏡の中の自分は地味で平凡な女の子だった。だから、ブラウスの一番上のボタンを外して大人っぽさを出してみた。スカートも腰のところで一度折り、膝より少し上の丈にした。

（ちょっと、後悔……）

　周りの目を気にせずにいられない。いつもと違う自分。ちょっとした恐怖感。

「柊、こっちだよ」

　声がして後ろを振り返る。制服じゃない尚人が手を振っていた。

　ＶネックのＴシャツの上に黒いジャケットを羽織り、腕には銀色に光る腕時計をしていた。

　クスッと微笑む尚人に、琴葉の目が釘付けになる。

「かっこいい……」

　無意識に声に出る。それに気付いて急いで口を手で塞いだ。

「あ、ありがと……なんか照れるな」

　尚人の頬が赤らむ。互いに俯く。

「柊も可愛いよ」

（か、可愛い……？　私が？）

　聞き慣れない言葉に一瞬混乱する。

「さっそく行こっか」

「あ、うん」

（行くって、どこへ……？　これが手伝い、なのかな？）

　尚人が歩き出す。琴葉はその横を歩くのに夢中で、周りにいた女性が尚人を振り返ってることに気付いていなかった。

　二人が向かった先は、駅から近い洋服屋。そこは琴葉が普段行かない、地元の高校生に人気のセレクトショップだ。

「柊はよく来る？」

「ううん、初めて来た」

「そっか。俺も」

　店の入り口。真っ先に目に付いたのは、マネキンが着ている淡いピンク色のワンピースだった。

（これ……可愛い……）

　目の前でしばらく立ち止まる。周りの音が聞こえないほど、そのワンピースに魅了されていた。

（わ、私に似合わない、ピンク色なんて……）

　明るくて華やかな女の子が着る服。一番にそんな印象を受けた。

　自分の持っている服を思い出してみる。周りを見ると、地味な服を着ている人はいない。男女とも着飾っている。こんな地味な格好でいることが急に恥ずかしくなってきた。

（はぁ……って、あれ？）

　そこであることに気付く。

（尚人くんがいない！）

　琴葉は一人、ぽつんとマネキンの前に立っていた。

「尚人、くん……」

　慣れない場所に取り残され不安が押し寄せてきた瞬間、不意に琴葉の細い手が、尚人の大きな手に包まれた。

「ほら、離れないで」

（あ……やっ……）

　いきなりの出来事に腕を引っ込めたくなる。でも、尚人の顔を見たとき、その衝動は静まっていった。

（あれ？　意外と平気だ……。男子に手を握られたら、もっと恐いのかなって思ったのに……）

　繋がっている手を見る。自分の顔が赤くなってないか確かめたい琴葉だったが、あいにく周囲には鏡がなかった。

「じゃあ、ぐるっと見ようか。主人公たちが着る洋服のリサーチをしないとね。女子の意見、よろしくお願いします」

（あ、手伝いって、そういうことなんだ。てっきり……って、私ったらなに考えてるの！）

「うん、私でよければ力になるよ」

　琴葉は小説の手伝いが出来ることにワクワクしながら、尚人と一緒に店の中を見て回った。全ての服が似合いそうな尚人に驚きつつ、琴葉自身もおしゃれに興味が湧いてきた。店にいる間、二人の握られた手は接着剤で付けられたかのように一度も離れなかった。

　店を出るとき、用があると言って尚人は店内に戻っていく。離れた手を名残惜しみつつ、少しばかり待たされた。

「ごめん、これ、今日のお礼ってことで」

「なに？」

　店から出てきた尚人に手渡された袋の中には、ピンク色のワンピースが入っていた。

（うそ……）

「気に入ってくれた？」

「こんな高いもの貰えない」

「柊に着て欲しいんだ」

「でも…」

「この店、返品はできないから。もらってくれないと無駄になる」

　こんな時にどんな顔をしたらいいのかわからない。

（こんな夢みたいなことばかり続いて……いいのかな……）

「あ、ありがと……」

　それでも幸せだってことには違いないと思った。




　駅に向かって歩きながら琴葉は足に違和感を覚えていた。

「どうかした？」

　尚人は琴葉のぎこちない歩き方を心配する。

「ごめんね。ちょっとだけ」

　コンビニの前のベンチに座り、靴下を脱ぐ。

　かかとが赤くなっていた。慣れない靴を履いたため靴擦れをしたらしい。

「大丈夫……ではないよね」

「迷惑かけてごめん……少し休めば歩けると思う」

「う～ん……」

　尚人は何かを考えるような顔をする。

「俺がおぶればいいかな？」

「え？」

　顔を上げると、尚人はしゃがんで琴葉を背負う体勢になっていた。

「い、いいよ。おんぶなんて」

「でも足がさ。そうなったのも今日誘った俺のせいだし、それぐらいさせてよ」

　周りの目が気になったが、尚人の善意を断る方がいけないと思った。

「う、うん……」

　尚人の背中に身体を預ける。

（お、重くない、かな？）

「よし、立つからちゃんと捕まってて」

　琴葉を背負った尚人はやすやすと立ち上がり、そのまま歩き始める。

（なんだろう……すごい安心する……）

　当然、人におんぶされたことなんて小さかった頃以来。琴葉は恥ずかしさと同時に嬉しさを感じていた。

　周りを見ると、来たときと同じ道を進んでいるのに、見える景色が全て違う気がする。

（ずっとこのままがいいな……）

　そう思う琴葉の目に、ある看板が目に入る。

（あ、ホテルだ……ホテルっ!?）

　見た瞬間、現状を確認する。

（今日は小説に出てくるシーンの再現のお手伝いをして欲しいと言っていた。それだったらさっきはデートシーンのはず。じゃあその後は……）




『ホテルの一室。椅子に座る琴葉の素足を尚人は手でなぞる。

「綺麗な足だね」

　つま先に尚人の息が触れる。くすぐったさと気持ちよさが同時に伝わってくる。

「この美味しそうな足から食べようかな」

　尚人の舌がつま先からゆっくりと登ってくる。足を持つ優しい手と吸い付く舌に翻弄され、金縛りにかかったように動かせないでいた。

「や……そこは……」

　尚人が足から舌を離すと、琴葉の目の前まで顔を近づける。

「……キス、しよっか」

　尚人のその言葉が琴葉の緊張を解いた。

　二人のおでこがぶつかる。目を瞑り、尚人の唇を受け入れ……』




（まだだめ、キスはだめ！）

　琴葉は妄想の中の自分にストップをかける。

（キスは……恋人になってからだよ……）

　そう自分に言い聞かせる。妄想の中でも譲れないところはあった。

「着いたよ」

　尚人の声がして前を向く。

「ここって？」

「俺の家」

　状況を理解できなかった。目の前には二階建ての一軒家。

「尚人くんの家？」

「そう。尚人くんが住む家」

　尚人は冗談っぽく笑って返す。そして、そのまま玄関のドアノブに手をかけた。

（ちょ、ちょっと待って！）

　心の中で叫ぶが、背負われている琴葉は抵抗しようがない。

　そして、そのままリビングまで運ばれる。

「はい、下ろすよ」

　尚人の背中からソファの上に下ろされる。尚人が手を出してきて、琴葉は靴を脱いでそっと渡した。

「足の手当をしないとね」

「そんなのいいのに」

「だめ、無理しない」

　靴を持った尚人が救急箱を取りにリビングを出ていく。

（ここが尚人くんのお家……）

　あまりジロジロ見るのは失礼だと思っていても、初めての男子の家。どうしても気になってしまう。

（このソファも、尚人くんがいつも使ってるんだ）

「柊、ごめん。消毒薬ないみたい」

　リビングの入り口で尚人が謝る。

「あ、うん、もう大丈夫だよ」

「でもまだ赤いよ。薬局すぐそこだから買ってくる。両親いないし、ゆっくりくつろいでて」

（え？）

　琴葉が止めるまもなく、尚人はそのまま出かけてしまった。

「ちょ、ちょっと」

　尚人の行動力に少し唖然とする。でも、心配されるのは嫌ではなかった。

（ちょっと疲れた……）

　ソファに埋もれるように深く座ったその時──。

「誰か帰ってきたのか？」

（え、誰!?　ご両親はいないはずじゃ……）

　尚人がいないのに、家の中から男性の声が聞こえた。二階からだんだんと足音が近づいてくる。

「あれ、知んない女の子がいる」

　尚人よりも身長が高いラフな格好の男性が琴葉の目の前に現れた。

　ブラウンで短めの髪と、首や手に付けたシルバーアクセサリーが特徴的で、琴葉が最も苦手とする派手なタイプの容貌だ。見た目からして二十代半ばぐらいだろう。

「あ……え～っと、お邪魔してます」

　尚人の兄だろうか？　分からないのでとりあえず立ち上がると、頭を下げて挨拶をする。

「う～ん、きみ可愛いね」

（へ？）

　迫る男性に、思わず後ずさりしてソファに尻餅をついた。

　肩を掴まれ近づく男性の顔。よく見ると鋭く威圧的な目をしている。なおかつ整った鼻や口。テレビでよく見る俳優のような綺麗な顔立ちだ。

「キスしようよ」

　男性がそう言うと、さらに顔を近づけ、本気でキスしようとしてきた。

「え、ちょ、ちょっと」

　手を前に出し、迫る身体を阻止しようとするが、止まる気配がまるでない。

　相手と唇が重なりそうになったとき、顔を下に向けて強引にかわす。

「キスするの嫌？」

（嫌に決まってる……怖い……尚人くん……）

　琴葉の身体が震え始めた。抵抗しようにも、大人の男性に勝てるはずがない。

（た……助けて……）

「ねぇ、きみさ」

「な、なんですか……？」

「前髪上げた方がもっと可愛いよ。俺が保証する」

　男性が前髪に触れようとするが、顔を背けて必死に逃げる。

「亮介、お前なにやってんだ!?」

　尚人がリビングに戻ってくるなり、亮介と呼ばれた男の肩を掴み、琴葉から遠ざける。

「よ、おかえり」

　亮介は悪びれた様子もなく、平然と答える。

「おかえりじゃない！　柊を怖がらせるな！」

　ヘラヘラと笑う亮介を前に、見たこともないような表情になる尚人。

「い、いいよ、尚人くん。大丈夫だから」

「柊……ほんと、ごめん」

　尚人が近づくと、ビクッと身体が強ばった。

　尚人の足は、それを見て自然と止まる。

（あ、ちが……尚人くんのことは怖くないのに……）

　まださっきの恐怖が残っている。琴葉はこの場所から今すぐ消えたかった。

「尚人くん、私帰るね。もう歩けるから……」

　そう言うと、足の痛みを耐えながら一人で玄関に向かう。

「柊……」

　力なく呼びかける尚人の声を無視して、尚人の家を後にした。

「尚人、追いかけなくていいのか？」

「うるさい！　どうすんだよもう……」

　尚人はその場にしゃがみ込む。そこで、琴葉に買ったワンピースが入ったショッピングバッグが落ちていることに気付く。

「ほぉ～、彼女にプレゼントか？」

　亮介が茶化すように言う。

「彼女じゃない……それと酒飲んでるだろ」

「酔ってはいねぇよ。まだまだいける」

　亮介は身体をふらふらさせながら言う。言葉に反してだいぶアルコールが入ってるようだ。

「尚人はまだまだ甘いな～。だからメグちゃんに認めてもらえねぇんじゃね」

「メグさんは関係ないだろ」

　亮介が尚人の肩に手をのせる。

「経験豊富な俺から一つアドバイスをしてやろう」

　不機嫌な尚人は亮介を無視し、ワンピースが入った袋を持ってリビングから出て行こうとする。それでも亮介は続けた。

「あっちは尚人くんで、こっちは柊。呼び方ぐらい合わせた方がいいんじゃない？」

　無言の尚人は振り返らず、そのまま二階にある自室に戻っていった。










　休日明けの学校。

　琴葉は一人、昼休みに校庭の端にある大きな木の下でサンドウィッチを食べていた。

「今日も良い天気」

　膝を抱えて座り『キス先』を開く。毎日少しずつ読んできた『キス先』も、とうとうクライマックスに差し掛かっていた。普段は友人たちとお昼を食べるのだが、『キス先』の続きが気になり、今日は読書を楽しもうと思ったのだ。

　だが、いつもはすぐ本の内容に集中出来る琴葉でも、今日だけは違った。

（尚人くんになんて話せばいいのかな……？）

　今日の尚人は昼休みまでずっと『居眠り王子』になっていた。子供っぽさ溢れる、スキだらけの寝顔。クラスの女子は隠れて騒いでいたが、それよりも尚人から話かけてくれないことに不安を感じた。

（手伝い……終わりなのかな……？）

「琴葉」

　物思いにふけっていると急に声をかけられた。上を向くと、目を擦る眠そうな尚人が立っていた。

「隣、座っていい？」

「あ、全然大丈夫」

「じゃあ失礼して」

　尚人が隣にあぐらをかいて座る。あくびをしつつ、木に背中を預けた。

（どうして尚人くんがここに!?　ここは私が見つけた、とっておきの読書スポットなのに。それに今、名前で呼ばれなかった？）

「柊のこと、今度から二人の時だけ、琴葉って呼んで良いかな？」

（え、そんな、え？）

　急な申し出に頭が混乱する。

「ダメなら……」

「だ、ダメじゃない。琴葉でお願いします」

「ふっ。琴葉ってたまに面白いよね」

（なんか笑われた）

　恥ずかしくなって、尚人の顔を直視できず俯いて手もとの本をパラパラとめくる。

　それを見た尚人の笑顔が険しくなる。

「そうだこれ、忘れ物」

　手に持っていたのはワンピースが入った袋だった。琴葉はそっと袋を貰う。

「あ、これ。家に忘れちゃって……せっかく買って貰ったのに」

（連絡しようとしたけど、送信ボタンが押せなかった私を許してください）

「いいよ。あれは完全にこっちが悪いし。従兄弟の亮介も謝ってたから、許してやって欲しい」

「あ、従兄弟なんだ……あんまり似てないね」

「ああ見えて根はいい奴なんだけど、ほんとゴメン」

　尚人が頭を下げて謝罪をする。従兄弟のことなのに、ここまで謝る姿を見て、優しい人なんだなと改めて実感した。

「そ、そんな、私も急に帰ったりしたし、じゃ、じゃあ、今回はお相子ってことで……どうかな」

「そうしてくれたら、すごい助かる」

「うん。こっちこそ、ごめんなさい」

　頭を下げる琴葉を見て尚人が笑顔に戻る。

「ありがと……。はい、この話はもう終わり、ご飯食べよ」

　再びサンドウィッチを手に取り、口に運ぶ。尚人が食べるのは、購買で買った惣菜パンとコーヒー牛乳だ。

「あれ？　琴葉もコーヒー牛乳？　一緒だ」

「あ、ホントだ。このメーカーのが一番好き。美味しいからついつい飲んじゃう」

「わかる。毎日こればかり飲んでるよ」

　互いにコーヒー牛乳に刺さってるストローを口に含む。まったくの同時だったので、二人に笑みがこぼれる。

「琴葉はなんで、こんなところで弁当を食べてるの？」

「え……」

　不意打ちの質問だった。

「それは……一人で読書するのが好きだから、かな」

「なんか、琴葉っぽいね」

　そう言うと、尚人はパンに視線を落とす。

（絶対変なやつだと思ってるよ！　で、でもさ……一人の方がえっちな妄想ができる！　なんて絶対言えないよね……でも尚人くんがいれば……）

「なんか俺、迷惑だったかな？　一人がいいんだっけ」

「そ、そんなことない。むしろリアルな妄想が……いやなんでもない」

「ん？　やっぱり琴葉って面白いね」

　尚人は笑顔を見せながらコーヒー牛乳を飲む。

「そうだ、手伝いのことだけど、また頼めるかな？　昨日は亮介のせいで中途半端になっちゃったし」

「え、あ、うん。大丈夫」

　手伝いというワードを聞くと、少しドキドキする。またなにか起きるんじゃないかという期待と妄想が膨らんでしまう。

「ありがと。琴葉のおかげでいい小説が書けそうだよ」

「そう言ってもらえたら嬉しいかな……」

　自分が人の役に立っている。自分のしたことが人を喜ばせている。そう思うだけで、手伝いに対するやる気が上昇した。

「ごめん。昨日遅かったから、ちょっと寝かせて」

　尚人はあくびをして、ゆっくりと目を瞑る。あぐらをかいたままうとうとし始めた。

「え、もしかして、もう寝たの？」

　尚人の顔を覗くと、スースーと寝息を立てている。よっぽど疲れていたのか、ちょっとのことでは起きなさそうだ。

（さすが居眠り王子。座ったままでも寝れてる。すごい）

　昼休みはまだ三十分くらいある。そっとしてあげようと、そのまま隣で本を読み始めた。

（すぐ横に男の人がいるのに、こんな本を読んじゃう私って……普通じゃないかな？　でも続き気になるし、尚人くんは寝てるから……いいよね？）

　琴葉は本に集中する。『キス先』では、涼子と颯太の熱いキスシーンが展開されていた。自分でも意識してないのに、ついつい尚人の唇をチラッと見てしまう。

（小説では舌とか入れてるけど、やっぱり現実でもやるんだよね……。ちょっと恐い……）

「う～ん……」

　いきなり琴葉の肩に、ドッと重みがのしかかった。恐る恐る横を向くと、尚人の頭が目の前に。振り払うことも、触ることも出来ず、内心パニック状態になっていた。

（ど、どうしたらいいの!?　えっと、え～っと、もうわかんない！）

　頭がグルグルと混乱する中、尚人は気持ちよさそうにお休み状態。琴葉は本を読むこともできず、ただただ呆然としてその場に固まるだけであった。

（尚人く～ん、起きて～）

　いつもは席の横で眺めるだけだった寝顔が今まさに眼前ある。困惑しつつも安らぎに満ちたその顔を見ていると、肩から伝わってくる温もりに、小さい頃に飼っていた柴犬を思い出してしまった。

（なんだかかわいいかも）

　不思議と自分まで安心できるような、そんな感覚が芽生えた。

（さすがに、誰かに見られたら、ただじゃ済まないよね……）

　相手は女子に人気の王子様。ここまで密着してると、きっとあらぬ噂が広がってしまうだろう。琴葉にとってそれだけは避けたかった。高校三年生で、受験勉強が忙しく、なかなか読書時間も取れない日々の中、王子様との恋愛問題で騒がれたら、今までの静かな高校生活が崩れてしまう。クラス委員長としての面目も危うかった。

「な、尚人くん、ちょっと」

　勇気を振り絞って尚人に話しかけてみる。それでも起きる気配がないので、指先で尚人の太股をツンツンと突いてみた。

「う……うん……」

　もぞもぞと身体を動かすだけで、やはり起きるまでには至らない。

（太股でダメなら……）

　慎重に尚人のほっぺに指を押し込んでみる。想像以上に柔らかく、男性も女性とあまり変わらないんだなと実感した。

「ん……琴葉？　ご、ごめん」

　尚人は目を覚ますと、状況を把握し琴葉の肩から頭を離す。重みがなくなった肩からは、同時に温もりがなくなり、少し残念に思った。

　二人が気まずい雰囲気になっていると、五限目の予鈴が鳴る。

「教室、戻るか」

　尚人の言葉に、琴葉はうんと頷く。尚人はパンの入っていた袋と、コーヒー牛乳を手に持って立ち上がる。

（あれ、それ私のコーヒー牛乳だよ？）

　置いてあったのを尚人が間違えて持ってしまっていた。次の瞬間、尚人がそのコーヒー牛乳のストローに口を付ける。

（え!?　だから私のだよ……も、もしかして、か、か、かん……っ！）

　疑いようのない間接キスだった。

　尚人はストローを口から離すと琴葉の目をじっと見る。

「どうかした？　俺の顔になんか付いてる？」

（その……付いてるというか……付けたというか……）

「なんでもないよ」

　琴葉はその場をなんとかごまかし、尚人と一緒に教室に戻った。










　夕日が明るく照らす放課後の廊下を、琴葉はトボトボと歩いている。委員会の仕事で先生に捕まり、この時間まで残っていた。

「やっと帰れる……」

　疲れて眠気に襲われながら教室のドアを開け、自分の荷物を取りにいく。そこでふと、隣にある尚人の席を見た。

（私、尚人くんと、その、間接キス、しちゃったんだ……。って、こんなんで意識するのは中学生くらいだよねっ）

　ぶんぶんと頭を横に振り、昼休みのことを忘れようとする。

（でも、間接……キス……かぁ。モテる尚人くんなら、もっとすごいことしてるよね──）




　　　＊　　＊　　＊




　真夏の炎天下。校庭の隅で、日差しに照らされる琴葉の姿があった。

「琴葉、なにしてんの？」

　尚人が汗をタオルで拭きながら近づいてきて、

「そんなんじゃ倒れちゃうよ。はいこれ」

　と言って飲みかけのスポーツドリンクを差し出す。

「ありがと」

　だが、琴葉が近づいて受け取ろうとするとなぜか尚人が手を引っ込める。

「え？」

「ただあげても面白くない」

　そう言うと、ペットボトルのキャップを外した。

「飲みたい？」

「うん、のど渇いてるし」

「どうしても飲みたい？」

「うん、飲みたい」

「じゃあさ……口移しで、飲ませてあげる」

　尚人はスポーツドリンクを口に含んだ。




　　　◇　　◇　　◇




（それはレベル高すぎだよ！）

　自分の妄想で瞬時に顔が赤くなる。でも、小説の手伝いがこのまま続けば、夏には実際に起こってしまうかも、と期待せずにはいられなかった。

「は、早く帰ろっ」

　琴葉は荷物を持って俯きながら教室を出ようとする。丁度その時、教室の前のドアが開き、三人の男子が教室に入ってきた。

「あれ、委員長じゃん」

　男子の声がしてハッと顔を上げる。男子たちがこちらを向いていた。クラスの中でも特に騒がしい三人で、琴葉の苦手とする部類の男子だ。

「委員会の仕事？　今から帰んの？」

　三人の中でリーダー的存在の井口が琴葉に近づいてくる。ガッチリとした体型に身長が高く、切れ長の目つきは、威圧しているようだった。

（返事しなきゃ……でも、やっぱ恐い……）

　井口の方を向くが、声が出る気配はない。

「委員長、もしかして俺にビビってる？」

　井口が目の前まで迫る。見下ろしてくる視線とまともに目が合い、琴葉の足は震え出した。

（ち、近いから……）

　井口の後ろにいる男子たちは、琴葉と井口のやりとりを見て笑っている。完全に面白がっていた。

「俺、もっと委員長と仲良くなりたいな～。せっかく一緒のクラスになれたんだし」

（仲良くなんて……無理だよ……でも……）

　男子の苦手意識をなんとか克服したい。最近尚人と一緒にいても、緊張はするが、前よりは恐くなくなっている気がする。苦手意識が薄れている証拠であり、克服できる希望が見えていた。

（このままじゃダメだ。もっと積極的にいかないと！）

「そうだよね。同じクラスだもんね」

「そうそう。委員長は意外と可愛いんだからさ」

　可愛いと言われ、ちょっと照れる。仲良くなった証だと言わんばかりに井口の手が、琴葉の肩をポンポンと叩く。

　琴葉が身体を強ばらせていると、教室の後ろのドアが開いて、尚人が入ってきた。

「柊さん、探した」

（え、尚人くん？）

　ズシズシとこっちに近づく尚人は、琴葉と井口の間を割るように入ってくる。

「なんだ、榊原も体操着忘れたのか？」

「そう、体操着忘れてね。それと柊さんにちょっと用があって」

「ふ～ん」

　井口は琴葉と尚人を交互に見て、不思議そうな顔をする。

「そうか。じゃあ、俺たちは邪魔者っぽいし、さっさと帰りますよ」

　井口は机の横に掛かっていたバッグを手に取り、「行くぞ」と一緒にいた男子たちと教室を後にした。

　緊張が解けた琴葉は安堵の息を漏らす。

　廊下から人の気配が消えると、

「ねぇ、琴葉」

　尚人が肩を掴んできて、強引に自分の方に向かせた。目の前まで迫った尚人の顔。それは昼休みに見た寝ぼけ眼の顔ではなく、あの理科準備室で見た真剣なものだった。

「キスしよう」

（え……今なんて……）

　いきなりの言葉に頭が真っ白になる。そんなことはお構いなしに、尚人の顔が近づいてくる。唇同士の距離は握り拳一個分ほどしかなかった。

「ちょ、ちょっと待って！」

　尚人の手を振り払い一歩後ろに下がる。バクバクと脈を打つ心臓を両手で必死に抑えながら、尚人の顔を確認する。獲物を狩るような鋭い目つきが琴葉を捕らえていた。

「キスって、そんないきなり……」

「琴葉……」

　尚人がまた一歩踏み出すと、琴葉は一歩下がる。互いにそれの繰り返し。

（わ、私の知ってる尚人くんじゃないっ）

　恐い……。恐怖が全身を包み、足が自然とガクガクと震え出す。

「あ……」

　ついに壁際まで迫られ、琴葉はもう下がることはできない。迫ってきた尚人が壁に手を突き、足の間に自分の片足を入れられる。視界全てが尚人で覆われた。

「な、尚人くん……」

（やめて……）

　震えは止まらず、むしろ激しさを増すばかり。それでも尚人は、唇を近づけ無理矢理キスしようとする。

（どうして？　これも小説の手伝いなの？）

　ギュッと目を閉じ、両手でスカートの裾を力強く掴む。自分のファーストキスはこんなにも突然で、恐いものなんだと思った。

（尚人くん……）

　尚人が顔を斜めに傾け、唇が触れる直前、知らない音楽が流れた。

「ごめん……」

　尚人は謝ると、力なくゆっくりと身体を離す。安堵した琴葉に背を向け、尚人はスマホをポケットから取り出した。

「はい、もしもし」

（ふぅ……助かった……）

　全身の力が抜け、どっと疲れを感じた。座り込みたい衝動を抑え、その場の壁にもたれかかる。

「あ、今度の土曜日ですね。わかりました」

（尚人くんが敬語……）

「それじゃあ、失礼します。え？　それホントですか？」

　電話をする尚人は終始笑顔だった。

（誰と話しているんだろ？　気になる……）

「うちの母も、メグさんみたいな人なら安心だって言ってました」

　照れながら尚人がそう言った。

（今メグって、女の人だ……）

「なに言わせるんですか……ホテルの件はわかってますって」

（ほ、ホテル!?　その人とホテルに行くの!?）

　ホテルという単語を聞いて、琴葉の頭にはえっちなシーンが思い浮かぶ。

（そうだよ……尚人くんはモテるし、かっこいいし……女の人とホテルくらい行くよ……それで──）




　　　＊　　＊　　＊




　薄暗い室内。ベッドに横になる裸の尚人と視線が交わる。

「もう一回しよ」

　尚人の言葉が思考を溶かし、なにも考えられなくなった。

　腰に腕を回され、首筋を舐められる。そして、尚人の指がそっと秘部に触れた。

「もう濡れてる……俺のこと待ちきれなかった？」

　甘い言葉が耳元で囁かれる。その後耳にキスされ、次に首筋、頬と連続してキスされた。額がくっつき、絡みつくように互いの身体を愛撫し合う。

「ん……きて……」

　囁くように言葉を漏らすのは、琴葉ではない女性。

「メグ……好きだ」

　名前を呼ぶ尚人が、優しくメグの唇を奪おうとした。




　　　◇　　◇　　◇




（うっ……苦しい……）

　その妄想は、不意に押し寄せた切なさの波によって消されてしまう。授業中や電話中でも止まらない妄想が途切れるのは、琴葉にとって初めての体験だった。

「ねぇ、琴葉」

　耳からスマホをいったんはずし、尚人が琴葉の方に振り返る。

「次の日曜日も、手伝い頼めるかな？」

（え、でも……）

　なぜ自分なのか？　そう思いつつも、尚人の笑顔を見ると断れない。

「うん……いいよ」

　尚人に流されるまま、首を縦に振ってしまう。

「ありがと」

　尚人が言うと、再び女の人との電話に戻る。

「はい、こっちは大丈夫です。え、今からですか……わかりました」

　尚人が電話を切った。

「ごめん、ちょっとやらなきゃいけないことできた。先帰るね」

「あ、うん。じゃあ」

　尚人は荷物を持ち、手を振りつつ教室を出て行く。

（次の日曜日……かぁ……）

　キスされそうになったのは怖かった。でも、小説の手伝いが終わらないことに、どこかほっとしてる琴葉だった。










　土曜日の夜。自室のベッドで横になり、琴葉が読書をしていると、スマホのメール着信を知らせる音がした。

（尚人くんからだ）

　メールには、明日の昼、家に来て欲しいと書いてあった。

（家……ですか……）

　数分間だけ入った尚人の家への二度目の招待。

（でもこれって、お家デートというのでは……いや、デートじゃないよ！）

　そう自分に言い聞かせる。

　尚人に返信しようと本文を考えるのに数十分。

「もう……いいや……」

　悩んだ末に、結局「了解です」とだけ書いて送った。

「なに着ていこう……」

　部屋のクローゼットを開ける。並べられた地味な服たち。でもその中に一着だけ、周りと雰囲気の違う服があった。

「あ……これ……」

　クローゼットから尚人に買ってもらったピンク色のワンピースを取り出す。

「一回着てみようかな」

　買って貰ったのは先週だというのに、未だに試着もしていなかった。理由は、恥ずかしいというのもあったが、一番は着るのが勿体ないと思ったから。

　せっかくの機会なので、ワンピースに着替えることにする。

（うわ～。これ、すごい……）

　着替え終わると、全身が映る鏡の前に立つ。クルッと横に一回転し、自分に似合うか確かめてみる。

「なんか、私じゃないみたい」

　もう一度回ってみたり、スカートを手でひらひらさせたりしてみた。全体的にフワフワした印象で、初めて見る新しい自分の姿に戸惑いを隠せない。

「たぶん変じゃない。たぶん……」

　自分に自信が持てず、そわそわと何度もポーズを変えて鏡を覗き込む。その時にふとある言葉を思い出した。

『前髪を上げた方が可愛いよ』

　尚人の家に行ったときに亮介から言われた一言。

　おもむろに机の引き出しから髪留めのピンを取り出す。鏡の前に立つと、前髪を横で止め、おでこを出してみた。

「こ、これは……」

　だんだんと顔が赤くなる。おでこを出した瞬間、今までの印象とガラリと変わってしまった。地味な感じから、おしゃれをした女子高生の明るい感じになる。ワンピースの雰囲気とも合い、一瞬自分で自分を可愛いと思ってしまった。

「わ、私じゃない！　これはなし！　絶対なし！」

　慌ててピンを外し、顔を隠しながらベッドに飛び込む。枕で顔を覆い隠し、赤くなった顔を必死で冷やした。

（前髪は……今度にしよう……）

　そう思いながらも、いつかはこれで外に出かけてみようと決意した。










　次の日の昼。小さな手提げバッグを持った琴葉が、尚人の家のインターホンを恐る恐る押していた。

（き、緊張する……）

　すぐに玄関のドアが開き、私服姿の尚人が出迎えてくれる。ＶネックのＴシャツ姿なので筋肉質な身体のラインがはっきりわかった。見てはいけないと思っていても、ついついチラッと見してしまう。

「琴葉、いらっしゃい。あ、そのワンピース」

「うん……どうかな？」

「やっぱりよく似合ってる。可愛いよ」

「……えへっ」

　無意識に微笑みながら、琴葉は心の中でガッツポーズをする。少しだけ自分に自信が持てた。

「さ、どうぞ」

「おじゃまします」

　靴を脱ぎながらあることに気付いた。置いてある靴の数が、尚人のものと思われる一足しかない。

「尚人くん、お家の人は……」

「今は俺しかいないよ。父さんと母さんは小説の取材で出かけてる」

「そうなんだ……へ～」

「ほら遠慮せず入って。こっち」

　尚人に案内され、期待と不安を抱えながら、二階に続く階段を上がる。尚人の家に入るのは靴擦れの時以来で二回目だけど、これから何回入ったとしても慣れる気がしなかった。

（家で二人きり……だ、大丈夫……だよね……）

　今まで妄想してたことが現実になるかも。琴葉がそんな事を思っているとは知らない尚人は、いたって普通の様子で二階に上がってすぐの部屋のドアを開けた。

「どうぞ」

（こ、ここが男の人の……）

　初めて入る男性の部屋に、琴葉は物珍しさもあってキョロキョロと辺りを見回す。ベッドと勉強机まではごく普通だったが、やはり目に付いたのは壁一面にある本棚だった。

（すごい本……難しそうなものもある）

　読書好きの琴葉には、目の前の光景が夢のようだった。

「ベッドに座っていいから」

「え、うん……わかった……」

　本棚に目を奪われながら、ベッドに腰掛ける。そこでベッドの上にも本が何冊か置かれていることに気付いた。

「たくさん本あるんだね」

「一応、小説家だからね。でも、読んでないのもあるし、ほとんど父さんからのもらい物だよ」

「そう、なんだ、でもすごいね」

　尚人は照れくさそうに微笑む。琴葉もつられて笑顔になった。

「俺が小説家だって知ってるの、学校では琴葉だけだよ。この本棚も見せたのは、友達でもいないかな」

（それって……私が特別ってこと？）

　なんだか嬉しくなって、身体の緊張が少しだけほどけた。

「ちょうど今執筆してたから、終わるまでもう少しだけ待っててくれる？」

「うん、わかった」

　尚人は机に向かい、パソコンを操作し始める。真剣な顔になり、キーボードをカタカタと打ち始めた。

（尚人くんが机に向かってる。しかも寝てない！）

　新鮮な光景に感動する。こんな風に授業も真面目に受けてくれたらいいのに、と委員長の立場から切実に思う。

　尚人が頭をかく仕草や、肩を回す行動も、なぜか愛おしく感じた。しばらく尚人の観察を楽しむことにする。

（なんか、いいな、こういうのも……）

　ぼーっと眺めていると、琴葉のスマホが鳴りメールが来たことを知らせる。お母さんかな？　とバッグを抱えて、スマホを取り出そうと中に手を入れる。

　その瞬間、尚人が急に立ち上がり、そのまま琴葉に近づいた。

（え、ちょっ、なに!?）

　焦りながら尚人から逃げようとするが、そんな余裕はなくベッドに倒れ込む。そのまま尚人が上に覆い被さる体勢になった。

「琴葉……」

（ま、待って……まだ心の準備が……）

　すぐ目の前には尚人の顔。キスしようと思えばちょっと顔を近づけるだけでいい。この後にえっちなことが起こるんじゃないかと想像してしまう。

「な、なに……？」

「彼女を押し倒すシーンがうまく書けない。どうしたらいい？」

　いきなりの質問に唖然としながらも、なんか言わなきゃと急いで考える。

（え、えっと、そ、そうだ……これだ！）

　倒されながらも、自分のバッグに手を伸ばし、文庫本を取り出す。

「こ、これが参考になると思う」

　尚人の前に出して見せたのは、琴葉のお気に入りである『キス先』だった。

「どうかな？」

「どうって言われても……これ」

　尚人は『キス先』を手に取り、琴葉を見て答える。

「作者、俺なんだけど」

「え？　え……サクシャオレナンダケド？」

「うん。言ってなかったっけ？　俺が櫻井優だよ」

（え、ええええええ！）

　衝撃のあまり頭が真っ白になった。

（尚人くんが作者……じゃあ、涼子ちゃんを書いたのも尚人くん……そんな、そんなの信じたくないよ……）

　自分と同じで男性が苦手だったと思っていた作者が、よりにもよって男の人で、さらに尚人だったことに大きなショックを受ける。

「琴葉？」

　その時、いきなり部屋のドアが開く。琴葉と尚人は同時に開かれたドアの方を向いた。

「よ、尚人いるか？」

　入ってきたのは尚人の従兄弟である亮介だった。相変わらず手首や指にアクセサリーを付けてチャラチャラした格好だ。

「なんだ、これからセックスするのか。邪魔したな」

　他人から見たら、尚人が琴葉を押し倒してるようにしか見えない。亮介の言葉を聞いて、二人の顔がすごい勢いで赤くなった。

「あ！　ちょ、これはちがうっ！」

　すぐさま尚人が琴葉から離れ、亮介の誤解を解こうとする。

（せっく……すって……）

「なんだしないのか」

「琴葉とそんなことするわけないだろ！」

　その尚人の反論に琴葉の気持ちはなぜかどんどん沈んでいく。

（そうだよね……。尚人くんは私の恋人でもなんでもないんだから。えっちな展開にはなんないよね。なに考えてんだろ私……そうだよ……するわけないじゃん……）

「今日は来んなって言ったのに！」

　尚人が亮介に近づき、怒ったように言う。

「そう言うなって。ほら、腹減ってねぇか？　おばさん留守だし、飯作ってやるからよ。だから機嫌直せ」

　亮介は手に持っているスーパーの袋を掲げながら言った。

「うるさい……はぁ……」

　深いため息をつく尚人を無視し、亮介が琴葉の方に歩み寄る。

「この前はごめんな。お詫びにご飯食べてかない？」

　まだ少し恐怖心が残っていたが、その場を切り抜けるために、亮介の申し出に、うん、と頷いた。




　出されたオムライスを一口食べる。

（なにこれ!?　卵がすっごいフワフワ。どうやったらこうなるの!?）

「琴葉ちゃん、どう？」

「美味しい、です」

「ホント？　そう言ってもらえると嬉しいなぁ」

　一階のダイニングで、テーブルに着く三人。亮介は褒められて笑顔を見せる。

「なんだよ、オムライスくらいで」

　尚人は不機嫌そうにしながら、オムライスを食べ進める。

「そうすねんなよ」

「すねてない」

　尚人は亮介の方を見ようともせず、またオムライスを一口食べる。

（なんか険悪ムードだ……）

　またオムライスを一口食べる。

（半熟の卵が、口の中でとろける……う～ん、美味しい）

　亮介の人柄はともかく料理は最高だった。こんなチャラチャラした人がこのオムライスを作ったなんて信じられない。

「ねぇ琴葉ちゃん」

「え、あ、はい、なんですか？」

　斜め向かい側に座る亮介に呼ばれ、慌ててスプーンをテーブルに置く。

「連絡先、教えて欲しいな」

　その言葉を聞いた尚人が、バンッとテーブルを叩いた。

「なんでそんなこと聞くんだよ！」

「え～、いいじゃん。俺も琴葉ちゃんと連絡取り合いたいな」

「亮介は連絡する必要ないだろ！」

　イライラしてる尚人と、微笑む亮介の視線がぶつかり合っている。ピリピリとした空気が漂い始め、琴葉はオムライスの味もよくわからなくなっていた。

「琴葉ちゃん、教えてくれるよね？」

「え、でも……その」

「ダメだったらいいけど？」

「いえ、その、ダメじゃないです……」

　そう言われたら断れない。琴葉は渋々スマホを取り出し、亮介とアドレスを交換し始めた。

　ムスッとした表情の尚人は、スプーンでケチャップライスを食べずにつついている。その時に、尚人のスマホが鳴った。ポケットから取り出して画面を確認した後、尚人は無言のまま席を立ってリビングから出て行く。

「琴葉ちゃんはさ」

　亮介が前のめりになって興味深そうに聞いてくる。

「はい？」

「もう尚人とキスした？」

「え!?　あ、いや、そんなっ」

　亮介は動揺する琴葉を見てクスッと笑った。

「してないんだ」

「その……」

　先日、教室で尚人にキスされそうになったことを思い出す。次第に鮮明になっていく記憶に、だんだんと恥ずかしさが募り、亮介から顔をそらした。

「して、ないです」

「ふ～ん」

　亮介はなにかを悟ったような口ぶりで頷いた。

「尚人が小説家なのは知ってるでしょ。しかもえろいの」

　琴葉は顔を赤らめながらも、はい、と答える。

「今あいつ、得意のキスシーンでも悩んでるんだよ。スランプってやつかな」

「そうなんですか？」

「そっ、あいつは俺からしたら弟みたいなもんだし、心配なんだよね。だからさ」

　亮介が真剣な目でじっと見てくる。

「琴葉ちゃんが助けてやって欲しい」

　意外な言葉にびっくりして亮介の顔を見つめる。相変わらずの笑顔だが、目は笑っていなかった。

「そういえば、尚人がなんで小説書いてるか知ってる？」

「えっと、お父さんの影響って聞いてます」

「あぁ、たぶんそれ半分しか聞いてないね」

「半分？　どういうことですか？」

　小説家としての尚人に興味が湧く。

「尚人の父親は執筆中に過労で倒れたんだ」

「え……」

　初めて聞く話だった。でも、亮介はそのまま話を続ける。

「おじさんは、どんな事があっても締切を守るっていう人だから、病室でまで原稿を書こうとしたんだ。そこで父親に無理をさせたくなかったあいつが、代わりに小説を書いたんだ」

「そうだったんですか……」

　尚人が話さなかったことを聞いてしまい、罪悪感があった。

「そんときに編集の人に気に入られて、今では立派にえろい小説家だよ」

　そこでやっと亮介は笑顔になる。

「ま、琴葉ちゃんがいれば大丈夫だよな」

（なにが大丈夫なんだろ？）

　疑問を感じる琴葉をよそに、亮介はオムライスを食べ始める。それを見て琴葉も再びスプーンを持ってオムライスを頬張った。

「そういえば遅いですね」

　沈黙が嫌だったので、ふと当たり障りのないことを口にしてみる。

「あ、尚人のことか。そうだ、琴葉ちゃんはさ、電話の相手わかる？」

　そう聞かれ、首を横に振る。

「きっとメグちゃんだよ。知ってる？」

　再び教室でのことを思い出す。尚人が電話で言っていた女性の名前だ。

「尚人とメグちゃんは一緒にホテルに行く仲だよ」

「ほ、ホテル、ですか……」

　ホテルという単語を口にしてしまったことが恥ずかしくなり、下を向いて顔を隠した。

（やっぱり尚人くん……女の人とホテル行くんだ……そしてきっと──）
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　尚人はメグと手をつなぎながらホテルに入っていく。誰から見てもカップルにしか見えないほど、二人はお似合いだった。

　受付を済ませ、部屋に入るとすぐ尚人がメグを勢いよくベッドに押し倒す。

「気持ちよくしてあげる」

　服を乱暴に脱がし、片足を持ち上げ、尚人の指がメグの秘部をかき分けて入っていく。

「可愛いよ……メグ」

　メグの胸を愛撫しながら、尚人がキスをしようと顔を近づける。それに応じるかのようにメグからも唇を差し出した。
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（ん……っ）

　琴葉の妄想がそこまできたときに、胸が締め付けられるような痛みが走る。

（尚人くん……）

　胸に手を当て、落ち着きを取り戻そうとするが、なかなか静まってくれない鼓動。自分じゃどうしようもなかった。

「お、噂をしたらなんとやら」

　ダイニングに尚人が戻ってくる。尚人の目を見ることが出来ず黙々とオムライスを食べることにした。




　ご飯を食べ終え、亮介は仕事だと言って出かけていった。琴葉と尚人は二階の部屋に戻る。

　こんな時間から仕事だなんて亮介はいったいなにをしているんだろう。そんな疑問を振り払い、目の前の活字に集中した。

「どうかな？」

　琴葉は尚人が書いた原稿を読んでいた。感想を求められ、原稿から尚人の方に顔を向ける。

「え～っと」

　尚人は真っ直ぐな目をして見つめてくる。

「本当のことを言って欲しい」

　どう言うか迷う。でも、尚人のことを考えれば、自ずと答えは出てきた。

「正直に言うと」

　尚人は、うんうん、と頷き耳を傾ける。

「まだなにかが足りない気がする」

　はっきりとそう伝えた。生まれてから今に至るまで、ここまで男性にはっきりと自分の意見を言ったことがない。不安もあったが、作品を愛する気持ちが琴葉の背中を押した。

（うぅ……緊張した）

「そっか……やっぱり。まだまだ頑張ることいっぱいってことだね」

　尚人が琴葉から原稿を受け取る。

「ありがと、言ってくれて。やっぱ、琴葉に頼んで正解だった」

「え、そんな、たいしたことしてないよ」

　目を見つめられ、照れくさくなり、顔を隠したい気持ちでいっぱいになる。それでも、頑張る尚人に協力したい気持ちが勝ち、琴葉も尚人を見つめ返す。

「ごめん、あんまり的確なアドバイスできなくて」

「ううん、こっちは貴重な読者の意見が聞けて嬉しいよ」

　それを聞いて顔が赤くなる。自分が考えていることを全て知られているような気恥ずかしさがあった。

「私、この作品大好きだし、そのお手伝いができるなら力になりたい。それに続編なんてすごいよ！　『キス先２』だよ！　テンション上がる！」

　尚人の『キス先』は人気があり、続編の発表が決まっていた。だが、ネタに詰まったため琴葉に手伝いをお願いしたらしい。

　琴葉の言葉に、尚人が照れくさそうな表情を浮かべる。

「あのとき、琴葉にぶつかってよかった……」

（あのときって……）

　廊下でぶつかり、尚人に抱きかかえられたことを思い出す。まだそんな日数は経ってないのに、ずいぶん昔のことのような気がした。

「や、あのときは急いでて」

「うん知ってる。先生に放送で呼ばれてたよね。あれはひどいと思ったな」

「そ、そうだよね。あんなことで呼び出すなんてひどいよね」

「うんうん。俺だったらちょっと先生に反論するかなぁ。でも、その前に寝てて気付かないかも。昼休みってだいたい寝てるし」

「あ～、なるほど。って、尚人くんは昼休みだけじゃなくて、授業中も寝てるでしょ。もっと真面目に授業受けなきゃダメだよ」

「委員長に言われたら、できる限り頑張ろうと思います」

　琴葉はいつの間にか男性と恐がらずに会話が出来るようになっていた。

　最初は、男の人の部屋で二人きり、と臆病になっていたところもあった。でも今では心地よい空間と感じるほどになっていた。

　学校での話から、話題は趣味や、最近気になってることなど、色んな話をした。当然、『キス先』についても楽しく話し合う。

（この時間がずっと続けばいいのに）

　家に帰りたくない。素直にそう思った。





　　三章
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　放課後の昇降口で、琴葉は上履きから靴に履き替えていた。

（委員会の仕事がなくて、早く帰れると思ったのになぁ……）

　どんよりとした灰色の雲を見て憂鬱になりながら思う。

「あーあ、雨降ってるよ」

「最悪、折りたたみはあんまり使いたくないんだけどな～」

　クラスの女子が隣で話をしている。琴葉は朝に天気予報をしっかり見て、普通の傘を持ってきていた。

「ねぇ琴葉。この噂知ってる？　居眠り王子のことなんだけど」

　後ろから七海が話しかけてくる。上履きを脱ぎ、隣にある下駄箱に入れた。

「どんなの？」

「なんかね、年上の女性とホテルから出てきたらしいよ。誰かが見たんだって」

（きっと、メグさんだ……）

　亮介の話していたことはやはり本当だった。モテる尚人のことだから、充分にあり得る話だと覚悟はしていたが、実際に話を聞くとやっぱり切ない気持ちになる。

（ホテル……私には関係ないもんね）

「こ～とは」

　不意に肩をぽんと叩かれる。

「ひゃ！」

　いきなりのことで驚き、開こうとしていた傘を地面に落とす。

「ちょ、琴葉慌てすぎ」

　振り向くと口を押さえて笑う尚人がいた。

「本当にびっくりしたんだから」

　琴葉はちょっとムッとした表情になる。それを見て、ごめんごめん、と尚人は謝った。

「あれ、琴葉って王子と仲良かったっけ？」

「えっと……それは……」

　友人からの的確なツッコミにどう応じたらいいか困る。小説のことは話せないし、それでいて友達ってのも違和感がある。

「琴葉は俺に色々教えてくれるアシスタントさん」

「アシスタントさん？　あ、勉強を教えてるのかな。琴葉頭いいもんね」

　七海の勝手な解釈で、琴葉は見事に救われる。アシスタントと言われ、自分が役立ってるのが嬉しかった。

「琴葉、一緒に帰ろ」

「う、うん……でも」

　七海の方を見る。それでなにかを察したのか、七海は下駄箱に入れた上履きを改めて取り出した。

「あ、教室に忘れ物しちゃった。私に構わず二人で帰って」

　七海は急ぎ足で教室の方に戻っていく。

「琴葉と王子が！」

　別れ際の七海の発言から、琴葉は変な誤解が生まれてる気がした。

「それじゃあ、二人で帰ろっか」

　琴葉はうんと頷き、互いに傘を差す。

「一緒に帰るのは久しぶりだね」

「そう、だね」

　二人で帰るのは、尚人に小説の手伝いを頼まれた日以来でまだ二回目。あの日のことは今でもすぐ思い出せる。

「最近、委員会の仕事忙しいの？」

「うん……三年生は夏までに二年生に引き継ぎすることとかあって、色々忙しいんだ」

「大変だね。俺にも手伝えることあったら手伝うよ。琴葉の手助けもしたいし」

「そんな……」

　一人で出来るから大丈夫。そう言おうとしたが、直前で口を閉じる。

「……お願いしてもいい？」

　少しだけ、尚人に甘えたくなった。ちょっとでも、尚人と同じ時間を過ごしたい。そんな感情が、琴葉の身体を動かした。

「任せて。俺、琴葉のためならがんばれる」

　尚人の笑顔を見ていると、男性に対して作っていた壁が自然と取り除かれていくようだった。

　二人は会話をしながら横断歩道に差し掛かる。尚人が青信号にも関わらず、その直前で足を止めた。

「琴葉、ちょっと」

「うん？　どうかしたの？」

「いきなりだけど、今から琴葉にある人を紹介したい」

「ある人って？」

「多分行けばわかる。ちょっと遠回りだけど、待ち合わせしてるから」

　尚人は大通りの信号を渡らず、交差点を曲がり、普段とは違う道を歩き出した。

（尚人くんが私に紹介したい人って誰かな？　もしかして……彼女さん……とか）

　さっき聞いた噂話を思い出し不安を感じてしまう。

　裏通りの小さなカフェの前で尚人は足を止めた。店の前には大人っぽい女性が一人で立っていた。

「待たせてごめんなさい。メグさん」

（め、メグさん!?）

　表情を変えずに、心の中で驚く。

「遅いよ、あ、例の女の子？」

「そうです」

　身長が高く、スタイルが良い。栗色の長い髪をふんわりとカールさせ、いかにも大人の女という印象を与える。スーツ姿のメグと、尚人は仲よさそうに話していた。

「琴葉ちゃん、でいいかな？」

「は、はい」

（私の名前……尚人くんから聞いてるのかな）

　慣れない年上の女性を前にしてどうしたらいいかわからずおどおどしてしまう。

「私は安藤恵美。よろしくね」

（安藤……メグ……み。あれ、安藤って）

　そこで『キス先』の涼子を思い浮かべる。

（涼子ちゃんの名前は安藤涼子だし、同じ苗字だ……これって……）

　少なくとも尚人にとって大切な人には間違いなかった。自分が書くキャラクター、しかも主人公の名前に、知人の名前を使うのはなにか深い理由があるんじゃないかと思ってしまう。

「琴葉ちゃん、どうしたの？」

「い、いえ、なんでもないです」

　琴葉はみるみる元気がなくなっていった。俯き、まともにメグの顔を見ることができない。

「そうだ、尚人ごめん。夜から急な打ち合わせが入ってね、取材に行くの、今からでもいいかな？」

「え、あぁ……わかりました」

　尚人がため息をつきながら、メグの横に並ぶ。

「琴葉ちゃんも、会ったばかりなのにごめんね。今度またお話ししようよ」

「あ、はい。また今度お願いします」

　軽く頭を下げる。

「じゃあ琴葉、今日のところは、またね」

「うん、また」

　尚人に手を振り、琴葉は一人、来た道を引き返すことにする。

「涼子ちゃん……またね」

　後ろからメグの声がぼそっと聞こえた。振り返ると、尚人がまだ手を振っている。

（……涼子ちゃんって、なんで？　琴葉って名前は知ってるのに）

　こっちも小さく手を振り返し、再び歩き出す。メグさんは尚人にとってどんな存在なのか。色んな疑問だけが頭に残る。

（尚人くん、まだ手を振ってくれてるかな？）

　気になり、もう一度だけ振り返ってみる。

　尚人とメグはもう店の前にはいない。目に映ったのは、相合い傘をしながら腕を組んで歩く、楽しそうな二人の姿だった。

　感じたことのない脱力感が襲ってくる。腕は傘を支えるのがやっとなほどだった。

「やっぱり……彼女さんなんだ……そうだよね……」

　そう納得して、何度もため息をつきながら歩き出す。重い足取りが地面を擦り、靴の中に水が浸入してきていることにも気付かなかった。
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　静まりかえった放課後の教室。一人、帰る準備をする涼子がいた。部活で遅くなり、疲れた身体をけだるそうに動かしている。

「涼子」

　颯太が入ってきた。真剣な眼差しで涼子を捕らえる。

「あ、颯太。今帰り……って、目がなんか恐いよ……」

「キスしよう」

　そう言うと颯太は、涼子に近づき、両手で肩を掴む。いきなりの颯太の行動に驚いた涼子は身体が麻痺したように動けなかった。

「え、ちょっと、痛いって」

「待たない。もう我慢できない」

「誰かに見られちゃうかも……」

　涼子は抵抗するが、それでも颯太は顔を斜めに傾け、唇を近づける。

「そ、颯太っ……」

　好きな相手なのに、いきなりのことで心に身体がついていかない。

「や……ん……っ」

　涼子と颯太の唇が重なる。そして、もうこれ以上は待てないというように、慌ただしく侵入してきた颯太の舌が涼子の口の中を蹂躙し始めた。

「ちょっ……ん……まっ……」

　何回も颯太はキスを繰り返し、涼子にはなにも言わせなかった。

　教室の中で、誰か来るんじゃないか、そんな不安を抱えながらのキスは続く。

　腰を引き寄せられ、涼子の思考は溶かされる。頭にはキスが奏でるやらしい音だけが響いていた。
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「ふぅ……」

　ベッドの上で横になっている琴葉は、読んでいた原稿から目を離し、一息ついた。

「これが『キス先２』かぁ……」

　尚人から、前にアドバイスした原稿を改稿したものを渡され、感想を聞きたいと頼まれていた。

「難しいな～。これで良い気がするけど、なんかちょっと違う気もするし」

　う～ん、と悩み出す。だが、なにが違うのかうまく説明できない。その時、スマホのメール着信音が鳴った。

「なんだろ？」

　メールを確認すると、そこには尚人から送られてきた本文が表示されていた。

　──明日、一緒に小説の取材に行って欲しい。待ち合わせは駅前で。

「小説の取材。今度はどこに行くんだろう……」

　前回は二人で洋服屋に行った。デートじゃないとわかっていても、心のどこかでは嬉しさがあった。

　おもむろにクローゼットを見る。

（……尚人くんには彼女さんが……。私と二人きりで出かけてもいいのかな？　う～ん……、でもきっとこれは私にしかできないこと。尚人くんが手伝って欲しいって言ってるなら、手伝わないと）

　尚人は同じ年の意見が欲しいんだ。自分が必要なんだと、そう考えて自分を奮い立たせる。

　ベッドから立ち上がり、ふと、鏡の前に立って自分の顔を見る。

「前髪……どうしようかな」

　髪の先を触りながら、引き出しにあるピンを取り出した。










　待ち合わせ時間であるお昼の少し前。琴葉は駅前で尚人を探していた。

　ピンクのワンピースに、前髪を上げ、いつになく気合いが入っている。

（この前は尚人くんが先に来てたし、今日は待たせないようにしなきゃっ）

　そう思い、今回は早めに待ち合わせの駅前に着くようにしていた。

　辺りを見渡すと、恋人を待っているのか、おしゃれに着飾った男の人が立っている。

（尚人くんは……あ、いた）

　改札前で待つ尚人を発見する。しかし、隣にはこの前会った、安藤恵美がいた。

（あ、メグさん……）

　尚人は恵美と楽しそうになにかを話している。笑い合う二人は美男美女でお似合いだった。

　琴葉の足がピタリと止まる。

（やっぱり……彼女さんと二人きりがいいよね……）

　私は必要ない。踵を返して来た道を戻り始める。そして、バッグからスマホを取り出し、尚人にメールを打った。

　──ごめんなさい。今日は家族の用事で行けなくなりました。

（これでいいよね？）

　迷いながらも送信ボタンを押し、携帯の画面を閉じる。

　すぐに尚人からの返事が来たが、それを見ようとはしなかった。




　このまま家に帰ってもよかったが、なんだかまっすぐ帰りたくなくて琴葉は寄り道をすることにした。

（このへんあんまり来たことないなぁ）

　駅前の賑わいがなくなった静かな道。人もあまり歩いてない住宅街をあてもなく進んでいた。

「はぁ……」

　意味もなくため息をつく。いつもより足取りが重い。

（帰ってなにしようかな……そうだ、もう一回『キス先２』を読んで、尚人くんに良いアドバイスできるようにしよう……）

　そんなことを考えつつ、ぼんやりと歩いていた。

「あれ、琴葉ちゃん？」

「へ？　あ、亮介さん」

　振り返ると、前に見たラフな格好ではなく、スーツ姿の亮介が立っていた。

「えっと、琴葉ちゃんひとり？　尚人は？」

「はい……って、どうして私と尚人くんが一緒だと思うんですか？」

「いや、それは……。それより、これからお出かけ？」

「いえ、家に帰るところです」

　琴葉がそう言うと、亮介はいたずらな笑顔を浮かべる。

「じゃあさ琴葉ちゃん、今から俺とお出かけしない？」

「え……そんな……」

「仕事場見せてあげる。ホストクラブ。どう、興味出てきた？」

「ホスト……ですか？」

　普通のサラリーマンではないと思ってたけど、まさかホストだなんて。琴葉は驚きながらも、亮介の独特な雰囲気から納得はできた。

　ホストという言葉葉に少し好奇心がくすぐられる。ふと、さっき駅前で見た二人の光景を思い出した。

（私だって、もう男の人に慣れてきたから……）

「……行きたいです」

「そうこなくっちゃ、ほらこっち」

　亮介に先導され琴葉は歩き出す。

「あ、それと」

　ふいに亮介が顔を覗き込んできた。

「やっぱり可愛いじゃん」

　前髪を見てそう言った。




　着いた先はホストクラブ、ではなく二階建ての古いアパートだった。

「ここ俺の家。琴葉ちゃんに試したいことあるから、どうぞ入って」

（入って、って……）

　尚人の家は、男性の家とはいっても家族と一緒に住んでいる。しかし、ここは明らかに亮介が一人暮らしする部屋だ。尚人の家に入る時には感じなかった恐怖心が襲ってくる。

「どうしたの？」

「い、いや別に」

　玄関に入る次の一歩が出ない。入ってはいけない、という黄色の信号が頭の中で点滅していた。

「ほら、大丈夫だから」

　亮介に手首を掴まれ、強引に家の中に入れられる。背後の扉が閉まり、逃げ道は閉ざされた。

（ま、まぁ、今さら断れないし、亮介さんは尚人くんの従兄弟。なにも心配いらないよね）

　細く短い廊下を抜けると八畳ほどのフローリングの部屋。ワンルームらしく、ベッドと大きなテレビくらいしか目立つものはない。

「ちょっと待ってね」

　と言われ、部屋の入り口で待たされる。その亮介はと言うと、押し入れでなにかを探しているようだった。

「あったあった。これこれ。琴葉ちゃんに絶対似合うと思うんだよね」

　亮介が取り出したのは身体のラインが強調されるセクシーなデザインの赤いドレス。それを両手で広げ、琴葉に渡した。

（こ、これを、私が……？）

「ほら、さっそく着てみて。琴葉ちゃんならきっと似合うよ」

「こ、こんなの着れませんっ」

　そう言ってドレスを押し返そうとするが、亮介は受け取ってくれない。

「そんな子供っぽい服じゃホストクラブには入れないよ。じゃあ、ここで着替えてね。俺は外で待ってるから。終わったら教えてね～」

「ちょ、ちょっと待っ……」

　琴葉の言葉を遮り、亮介は部屋から出ていった。男の部屋に一人残され、戻ってくるのを期待するが、当然その気配はない。

「はぁ……どうしよ」

　ため息をつきながら、目の前のドレスを見つめる。

「本当に着るの……？」

　テレビでしか見たことのないようなドレスを手に、しばらく考えた後、琴葉は仕方なく着ているワンピースを脱ぎ始めた。

「た、試しに着るだけ……着るだけだから」

　自分に何度もそう言い聞かせ、ドレスを着始めるのだった。




（ここがホストクラブ……）

　いくつものソファとテーブルが並ぶおしゃれな店内。奥の方には見るからに高そうなボトルが何本も置かれていた。

「す、すごい……」

「お嬢様、こちらへ」

　亮介に先導され、テーブルに着く。

「あの、亮介さん。本当にいいんですか……？」

　現在店内には自分たち以外に人の気配がなかった。

「店は夜からだから今は貸し切り。琴葉だけの特別だよ」

　いきなり呼び捨てにされ、驚きながら亮介の方を見る。さっきまでの亮介とは雰囲気が違い、仕事をする凜々しい顔つきになっていた。

「少し待っててね」

　そう言うと亮介は立ち上がり、店の奥に消えてしまった。そして、高そうなグラスを乗せた銀のトレイと数本のボトルを器用に持ってテーブルに帰ってきた。

「こちら、お飲みものになります」

　そう言って琴葉の横に座り、目の前にボトルを置く。

「あ、あの、私お酒は……」

「俺がいるから大丈夫」

　亮介はグラスに飲み物を注いでいく。ボトルから出てきたのはオレンジ色のジュースだった。

「びっくりした？　ちゃんとお酒以外もあるから安心して」

（むっ）

　笑う亮介に子供扱いされたようで少し腹が立つ。ちょっとイラッとしつつ出されジュースを口に運んだ。

（あ、美味しい……濃厚でいて後味もさっぱりしてる。こんなの初めて飲んだかも）

　琴葉がグラスを置くと、バッグの中からメールの着信を知らせる音楽が流れる。静かな空間に響く音を無視することはできずスマホを取り出した。

「あ……」

　画面を見て少し罪悪感が押し寄せる。

「その顔は、尚人からか」

（え？　なんで？）

　差出人を当てられ、慌ててスマホの画面から目を離す。振り向くと亮介の顔がすぐそこまで迫っていた。

「ねぇ、キスしよっか」

　肩に手を置かれ抱き寄せられる。最初に会った時の記憶がフラッシュバックする。あの時の恐怖心が再び波のように押し寄せてきた。

（や、やだっ……こないで……）

　身動きが取れない琴葉に、亮介の唇が迫る。両手で身体を引き離そうとするが、相手の力が強くてビクともしない。恐くて目をギュッと瞑ると、亮介が琴葉の持っていたスマホを取り上げた。

「え……？」

　目を開けると亮介は顔を離し、尚人からのメールを読んでいた。

「『取材終わったよ』か。へ～、あいつ今取材なんか行ってんのか」

　自分宛のメールを見られ顔が熱くなった。恥ずかしくなり、手を伸ばし奪い返そうとする。

「返してください！」

「だめだめ、まだ終わってないし」

　そう言って亮介はスマホを操作した。どうやらメールの返信をしてるらしい。

「なっ、なにしてるんですか!?」

「はいはい、もうちょっと待ってね～。はい出来た！」

　スマホを返され、琴葉は画面を確認する。そこには、送信完了の文字が表示されていた。

「え……うそ……」

　慌てて亮介が送信したメールの内容を確認する。本文には、亮介さんと一緒にいます、と書かれていた。

「さて、これで尚人のやつがどうでるかな」

「どうしよ……」

　亮介が本気で悩む琴葉の頭をポンポンと叩く。

「大丈夫だって、なにも心配なんていらない」

「なにが……大丈夫なんですか……」

　不安な心を表すかのように、スマホをギュッと握りしめる。

「あのさ、琴葉には好きな人とかいないの？」

「いきなりなんですか……」

「いやぁ、前から気になってて。聞くタイミングは今かなぁ、なんてね」

　動揺で唖然としている琴葉に、亮介は笑顔で返す。メールを勝手に送った罪悪感なんて微塵も感じてないようだった。

「教えたくないです」

「そうかぁ、教えてくれないかぁ。じゃあ、質問変えるね。尚人のこと好き？」

　質問の変更に驚いて亮介の目を見る。いつの間にか亮介からは笑顔が消えて、真剣な目つきになっていた。

（私が……尚人くんのことが好き？　私、尚人くんのことが好きなの？）

「どうなの？」

　自分でも答えが分からなくなって、どう言葉にしていいかわからない。

「そっか……。じゃあ、この質問は終わり」

　亮介はさっきとは違うボトルを開け、自分のグラスに注いだ。

「これはグレープジュースね」

　そう言ってジュースを一気に飲み干す。

「変なこと聞いちゃったお詫びにいいこと教えてあげる。尚人にはね、好きな人がいるんだ」

「えっ……」

　思わず出た声に自分が一番驚いた。

「あいつ本人が一年の時に言ってた。好きな人がいるって。絶対今も好きだな、ありゃ」

（誰……？　あ、メグさんか……）

　この前見た相合い傘を思い出す。腕を組んで歩くなんて彼女じゃないとしない、少なくともそう思った。

「そうだよな～。あいつイケメンのくせに、超がつくほど不器用だもんな～。だからこういうことになってるんだし。あいつほんっとアホだな」

　ひとり言で亮介はイライラし始める。琴葉にはなにを言ってるのかさっぱりわからなかった。

「琴葉ちゃん、俺はね、女の子の気持ちなんて正直わからない。ホストやってて心の底からそう思う」

「そう、なんですか？」

　琴葉は亮介がなぜこんな話を自分にするのか不思議に思いながら、またジュースを一口飲んだ。

「尚人もそう。あいつはモテる。超モテる。聞いても教えてくれないけど、絶対に相当な回数告白されてるな」

（モテることは……知ってる）

　学校で様子を見ていれば一目瞭然だった。告白した女子も噂でだが何人か知っている。

「でもあいつ、肝心なところは本当にわかってない。しかも危うい。だからさ……」

　亮介は自分のグラスに飲み物を注いだ。

「支えてやる女が必要なのさ」

　そう言ってグラスを口に運んだ。それを見て琴葉もオレンジジュースを飲む。

（きっと亮介さんから見て、尚人くんはメグさんの彼氏になりきれてない、って思ってるのかな。なんか難しい話だな……）

　そう思っていると、今度は亮介の方のスマホが鳴る。どうやら電話らしい。

「ごめん、ちょっとオーナーからだ」

　亮介は席を立ち、スマホを片手に再び奥の方へ向かう。

「オーナーって、大丈夫かな……」

　この貸し切りみたいな現状を見て、少し不安になった。

「尚人くんかぁ……」

　琴葉は座りながらソファに身体を倒し、緊張を緩める。

（彼女さんと上手くいってないのかな……そうは見えなかったけど……色々あるのかな）

　今まで尚人と一緒にいた時間を思い出す。階段のところでぶつかったことや、理科準備室での出来事。最近では、尚人の部屋で楽しく会話もした。

（尚人くん、休みの日とか私と結構いるけど……彼女さんとはいつ会って……ってもしかして、私が尚人くんと一緒にいるから上手くいってないのかも！　だって、自分の好きな人が他の異性と一緒なんて耐えられない！）

　身体を起こし、このことに今まで気付かなかった自分を悔やんだ。

「もう……尚人くんに関わらない方がいいよね……うん……」

　そう小さく呟いた。琴葉が飲み物をグラスに注ごうとした時、隣にあったグレープジュースのボトルが目に入る。

（こっちも飲もうかな……）

　そして、自分のグラスに注ぎ、一気に飲み干した。










　尚人は自分の部屋で『キス先２』の執筆に苦戦していた。

「こんなんじゃない……これじゃ颯太が一方的すぎる。もっと思いやりがないと」

　原稿をリライトしていくが、どうしても手が止まってしまう。

「ちがう……」

　書いては消し、書いては消しを繰り返す。なかなか納得のいく内容にたどり着けない。

「う～ん……ダメだ……思い付かない」

　集中力が切れた尚人は、何気なくスマホを見る。そこで初めて琴葉からの返信が来ていることに気付いた。

「亮介と一緒にいる……」

　メールの本文を見た途端に彼女の身の安全を心配する。

「なんで亮介なんかと……」

　イライラした感情が尚人の中で大きくなっていった。

「あぁもう……なんでだよ……」

　尚人は机の引き出しからアイデア帳を取り出す。そしてページをめくり、安藤涼子と書かれたところを開いた。

「男子が苦手で、読書好き。それでいて責任感が強い主人公……。やっぱり琴葉がいないとダメだ」

　尚人はアイデア帳をそっと閉じて机の上に置く。椅子から立ち上がり、黒色のジャケットを羽織ると、急いで部屋から飛び出した。










「琴葉ちゃん大丈夫……じゃないよね」

「ちょ……ちょっとダメです……」

　亮介に手を引かれ、琴葉はふらふらと千鳥足で歩いていた。

「ほら家に着いたよ」

　意識が朦朧としながらも亮介に手を引かれ、部屋にあるベッドに力なく倒れ込む。

「身体、どんな感じ？」

「燃えるように、熱い……です」

　亮介が横に座り、琴葉の頭をゆっくりと撫でてくる。

「まさか赤ワインを間違って飲んじゃうなんて。琴葉ちゃんってしっかりしてそうに見えて意外と天然？」

「ち、違いますよ……」

　ぐったりとした甘い声が出た。琴葉がグレープジュースだと思って飲んだのは赤ワインで、間違って一気に飲んでしまい、全身にアルコールが回っている。

「はは、なんか子供みたい。とっても可愛いよ」

「可愛いって……そういうこと簡単に言っちゃダメです……」

　亮介の腕を掴み、撫でる手を止めようとするが、それすらも覚束ないほどクラクラしていた。

「そうだ、ちょっと離してもらっていいかな」

　おとなしく琴葉が手を離すと、亮介は立ち上がり、ポケットからスマホを取り出した。

「尚人に迎えに来てもらうか。このままだと、その、あれだし……」

　亮介の目に、ドレスの裾をはだけさせた無防備な姿の少女が映る。胸元も開き、下着がチラチラと見え隠れしていた。

「亮介さん……なにしてるんですか？」

　亮介のスーツの裾をつまみ、琴葉が何度も引っ張る。亮介は操作しているスマホの画面から、琴葉の方に目線を移した。

「あの、琴葉ちゃん、もしかして誘ってる？」

「誘うって……なにをですか？」

　琴葉はとろんとした目で小悪魔的な笑顔を向ける。酔ったことにより、感情のコントロールができなくなっていた。

「こりゃ、尚人は逸材を見つけたな……官能小説にぴったり」

　亮介はメールを打とうとしたスマホを閉じ、そのままベッドに落とす。

「琴葉ちゃん、今日はうちに泊まろっか」

「明日は……休みですね……学校」

「じゃあ決まりね」

　亮介は部屋の電気を消した後、琴葉と並んでベッドに横になり、背後から腰に腕を回し密着状態になった。

「りょ、亮介さん？　なに……」

「ちょっと、がまんできなくなってさ」

　亮介の片手が琴葉の足をなぞるように触れるも、足をばたつかせその手を必死に避けた。

「ちょ、ちょっと、亮介さん。止めてください……」

　そこでようやく現状を理解できるくらいに意識がはっきりしてくる。

「怖がることなんてなんもないよ」

「いや、やめて……」

　必死に抵抗するも、身体が火照って力が入らない。二人の脚が絡み合い、亮介の手が琴葉の胸を下から上へ持ち上げる。首筋には亮介の吐息がかかり、自分の身体が意思とは反対に熱くなっていくのがわかった。

（私……えっちなことは……やだ……）

「琴葉ちゃん？」

　次の展開が頭をよぎり、亮介を振り払おうとするが、男性の力の前では抜け出すことはできない。頭もぼーっとして、まともな考えが浮かばなかった。

（……尚人くん……）

　亮介は黙った琴葉の服に手をかける。脱がされていく赤いドレス。亮介の手が直接肌に触れると、恐くなって人形みたいに動かなくなった。

「もしかして、琴葉ちゃんもしたいのかな？」

（……助けて……）

　亮介はそこから覆い被さるような体勢になり、顔を近づける。

「まずは、キスから」

（私……しちゃうの……初めての……キス）

　頭が真っ白になった琴葉が、目を瞑ると大粒の涙が頬を伝った。

「いくよ……」

　甘い声の後、互いの唇が触れる──直前に部屋の明かりがついた。

「琴葉！」

　勢いよく部屋に入ってきたのは怒りに満ちた表情の尚人だった。

「尚人……くん……」

　亮介は身を起こし、尚人の方を向く。

「まぁ落ち着けって、な」

　尚人はその言葉を遮り、なだめようとした亮介を突き飛ばした。結果亮介はベッドから転がるように落とされる。

「もう琴葉に近づくな！」

　尚人がそう言うと、壊れ物を扱うかのように、ゆっくりと立たせてくれた。

「琴葉行こう。歩ける？」

「うん……」

　部屋を出て行こうとする尚人に手首を掴まれ引っ張られる。尚人は部屋に掛かっていた琴葉のワンピースを手に取る。そして、倒れた亮介に冷たい視線を送り、部屋を後にした。




　亮介の家から出た尚人と琴葉は、誰もいない静かな夜の道をゆっくりと進んでいた。

「……大丈夫？」

　尚人のジャケットを羽織った琴葉。尚人との間には微妙に距離がある。

「ごめん……まさかこんな……」

　尚人が心配そうに顔を覗き込むが、俯いて目を合わせることができない。琴葉自身、尚人にどんな表情を見せたらいいかわからないでいた。

　尚人が手を握ろうとすると、身体が震え、怯えた表情を浮かべる。先ほどの体験で、男性への苦手意識が再び蘇ってしまった。

「ごめん……」

　尚人が何度も謝る。だが、閉ざした琴葉の心には響かなかった。

（私、なにしてるんだろ……）

　琴葉もまだ上手く現状をつかめていない。尚人が来てくれて嬉しいのに、どうしても亮介とのベッドでの出来事を思い出してしまう。

「え……」

　気付いたら目に涙が滲んでいた。目を擦り、尚人に見られないよう隠す。恐い、申し訳ない、ありがとう。ぐちゃぐちゃに混ざり合った感情がじわじわと胸にこみ上げてきた。

「琴葉……恐がらなくていいから……」

　こっちを見ずに尚人はそう呟くと、ふらふらしながら歩く琴葉に、そっと左腕を伸ばす。

（尚人くん……私は大丈夫、恐くないよ……）

　琴葉は右手を伸ばすが、尚人の手を掴むのに勇気がいる。それでも、尚人と繋がっていたいという想いが自分の身体を無意識に動かした。

　琴葉の右手が、尚人の人差し指をギュッと握る。触れる面積は少ないけれど、そこから伝わる温かさが、琴葉の胸にあるわだかまりを優しく溶かしてくれた。





　　四章
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（あれ、私寝ちゃってた……？）

　琴葉が目を覚まし、辺りを見渡すと、そこは尚人の部屋のベッドの上。尚人は机に向かい、薄暗い部屋の中でパソコンの画面を見つめていた。

「なお……と……くん」

　上半身を起こし、小さくか細い声で尚人を呼んでみる。振り返った尚人と目が合った。

「起こしちゃったか。パソコンまぶしかった？」

「ううん……」

　首を横に振る。尚人は椅子を引いて立ち上がると、そのままベッドに腰を落とした。

「琴葉……怖い思いをさせて本当にごめん……俺が巻き込んだばっかりに……」

「そんな、あれは私のせいでもあるし……」

「優しいね……」

　尚人は硬い表情ながらも笑顔を見せる。尚人が手を優しく包み込むようにして握った。

「あ……っ」

　一瞬、全身に寒気のような感覚が襲う。目の前にいるのが尚人だとしても、身体にはまだ男性に対しての恐怖心が残っていた。

「琴葉……」

「違うの……これは」

「いいよ、全部わかってる」

　尚人の行動一つ一つに思いやりを感じる。

「俺、琴葉に伝えなきゃいけないことがあるんだ。聞いてくれる？」

「うん……」

　尚人と目線が交わる。パソコンの光に照らされた尚人の顔は真剣そのものだった。

「初めて会った時から、俺は琴葉のことが好きだった」

（え……好きって……うそ……）

　一瞬なにを言われているのかわからなかった。だが、握られた手から伝わる微弱な震えに、告白されたんだと実感する。

「最初は小さな好きだった。でも今はさらいたいほど好き」

　その言葉が心にしみた。尚人は握った手をほどき、立ち上がると、机の上にあったノートを手に取る。

「これ、覚えてる？」

「うん」

　尚人の手伝いをするきっかけになったアイデア帳。琴葉が忘れるわけがない。

　尚人が横に座って、中を開いて見せてくれた。

「これ、小説を書くのに必要なネタが書いてあるんだ」

　ノートをめくり、安藤涼子と書かれたページを開く。名前の下には、性格や、趣味など、涼子の人物像が記されていた。

「涼子ちゃんだ」

「うん、この子もここから生まれたんだよ。で、ほら見て」

　尚人が指を指したのは涼子のモデルと書かれた場所。そこには柊琴葉という名前があった。

「私の名前……って、もしかして」

「その通り、琴葉がいたから『キス先』は生まれたんだよ」

　驚きと、嬉しさと、恥ずかしさ、色んな感情が一度に押し寄せてくる。

「そ、そんな私なんか……地味で……なんの取り柄もないのに」

　胸がいっぱいで顔を尚人に見られたくなくて俯いた。

「そんなことない！　琴葉は、誰よりも真面目で、委員会の仕事とかもしっかりやって、みんなに慕われてて、でもどこか不完全で……守ってやりたいと思った」

　尚人の言葉が心をギュッと包み込んでくる。苦しくて、でも嬉しくて、よくわからない感情が琴葉の中で暴れ回った。

（そんな風に思っていてくれてたなんて……）

「ごめん、勝手にモデルにして」

「そ、そんな、すっごい嬉しいよ！」

「……よかった。本当のことを言ったら琴葉に嫌われるかと思ってずっと不安だった。自分のしてることは間違ってるんじゃないかって悩んでたんだ」

　尚人はほっとしたように安堵の表情を浮かべた。

（私が……尚人くんのことを嫌いになるわけないのにね）

「琴葉」

　声のトーンを下げ、尚人が真っ直ぐ見つめてくる。

「返事、聞きたい」

　尚人の想いに応えたい。好意を向けてくれた尚人に、今の想いを伝えたい。でも、琴葉の中で一つ心に引っかかるものがあった。

「一つ聞いていい？」

「なに？」

「メグさんとは、その、どうなの？」

　怯えながらも聞いてみる。やはりメグとの関係を知っておきたい。尚人が彼女をどう想ってるか、それだけは知りたかった。

「メグさん？　あの人はただの編集の人で、ってなんでそんなこと？」

「だって、恋人同士みたいだった……。それとホテルって……」

　尚人から顔をそらしつつ話す。あまり気の進む質問ではない。失礼なことを聞いてるんじゃないかと罪悪感があった。

「あー、なるほど」

　琴葉の雰囲気から、尚人はなにかを察したようだった。

「まずメグさんとは付き合ってないよ。あの人は本当に親切で、小説のアドバイスをよくもらうだけ。で、ホテルなんだけど……」

　尚人はそこから口を濁して話す。

「小説の取材に行ってたんだ。ホテルの描写をするから、一回だけでも本物に入っておこうと思ったんだけど、一人じゃちょっとね……だから付き合ってもらったって、それだけ……なんだけど」

「そ、そうだったんだ」

（じゃあ、全部私の勘違いってこと……）

「ごめんなさい！　変なこと考えて！」

　勘違いに気付いた琴葉は恥ずかしさを感じつつも、尚人を見る目が変わる。彼女がいないフリーの尚人。自分の感情を縛っていたものがなくなっていった。

「私ね、尚人くんのこと、別世界の人だと思ってたんだ」

「え、別世界？」

「うん。女の子にモテるし、そういう経験いっぱいしてるかと思ってた」

「そんな、俺は誰とも付き合ったりしたことないよ。むしろ女子が苦手というか……どうしたらいいかわかんないこと多いし」

　尚人の言葉に嘘は感じられない。目の前にはありのままの尚人がいた。

「それで、私の返事、言うね」

「うん」

　自分の胸に手を当て、深く深呼吸した。

「学校で居眠りしたり、小説書いてたり、色んな尚人くんがいるけど、私は全ての尚人くんが大好きです」

　笑顔でそう言うと、尚人が琴葉の身体をギュッと力強く抱き寄せた。

「尚人くん？」

「琴葉……もう、絶対離さないから」

　見つめ合う二人の視線は、だんだんとその距離を縮める。

　お互いに目を閉じると、とても短いキスをした。

　尚人から顔を離し、そっと目を開ける。それと同時に尚人も目を開いた。

（恥ずかし……）

　顔を隠したい気持ちでいっぱいになるが、もう少し尚人の顔を見ていたい。大好きな人とのキスから生まれた甘い感情で、心も身体も満たされていた。

（私の初めて、全部尚人くんで埋め尽くされてる……）

　人差し指で自分の唇をなぞってみる。心の奥から温かいものが広がっていく、そんな感じがした。

（尚人くんとのキス……妄想より全然すごい……）

「琴葉、もう一回……」

「うん……」

　再び尚人と唇が重なる。さっきよりも少し触れる時間が長い。

「琴葉……まだ怖い？」

「ううん、もう大丈夫だよ」

　身体の震えは止まり、尚人に触れられても恐怖を感じなくなっていた。

「じゃあ、最後に……」

　尚人は琴葉を優しくベッドに倒す。そこから覆い被さるような体勢になった。頬を触れられ、そのまま三度目のキスをする。

「亮介に襲われた琴葉の記憶を上書きするね」

　尚人の手が太股から胸へ撫でるようにして登ってくる。

「ま、待って……」

　自然に出た言葉。でも決して尚人を拒絶したわけではない。

「その、心の準備が……」

「だめ、もう止まんない。琴葉が可愛すぎるから」

　そのまま琴葉が着ていたドレスを脱がせていく。後ろのファスナーを下ろし、腕を外して、足下から奪っていく。下着だけの姿になり、両手で身体を隠そうとするが、当然隠しきれない。

「琴葉、すごい綺麗だよ」

　耳元で尚人が囁く。琴葉の体温が上がっていった。

（もう……いなくなってしまいたい……）

　感じたことない恥ずかしさで全身が沸騰しそうになる。顔を隠そうとするが、尚人に腕を掴まれ阻止された。

「もっと顔を見せて」

　尚人の目を見ると、どこか安心感のようなものが感じられた。

「んっ……あ……」

　尚人の手が乳房を覆う。琴葉が目の前にいるのかどうかを確かめるように、ゆっくりと手のひらで撫でていく。その手が背中に回され、くすぐったさに身をよじった時にブラが外された。

「かたくなってる……」

　乳首に触れた尚人の指は、そのまま胸から秘部の方に移動する。ショーツの上から擦られると、くちゅっと音がして湿ってることがわかった。

「脱がすよ」

　琴葉の返事を待たずにショーツが丁寧に下ろされる。今度は尚人の指が直接触れた。

「や……尚人くん、まっ……んっ」

　言葉を遮るように、尚人にキスで口を塞がれる。

「ずるい……あっ」

　秘部を指で撫でられ、次に肉芽を刺激された。電気が走るような感覚に、無意識に琴葉の口から嬌声が漏れる。

「琴葉の気持ちいいところ、教えて欲しい」

　尚人の指が琴葉の指と絡み合う。そこから伝わる熱が、琴葉をよりいっそうとろけさせた。

（なに、この感覚……想像と全然ちがう……）

「俺の小説を読んで、琴葉はいつもどんな妄想をしてるの？」

　尚人に問われ、今までの妄想を思い返した。

（絶対話せない……こんなえっちな子は嫌われる……）

　決意を突き崩すように、尚人の指が太股を撫でる。もう片方の手は、琴葉の唇を優しくなぞっていた。

「言って欲しいな」

「それは……ダメ……んっ」

　尚人の手をどけようと身体をくねらせ抵抗する。だがそこで、尚人は琴葉の腰を掴み、ベッドの上で体勢を逆転させた。尚人の上に寝ている状態になる。服の上からでもわかる尚人の体温に、安らぎと幸せを感じた。

「ほら、もうこれで逃げられない」

　尚人は琴葉の身体に腕を回し、身動きを取れなくする。

（私の妄想の尚人くんと一緒だ……）

「んっ……あぁ……」

　尚人に首筋を舐められ、身体がビクンと跳ねる。全身が焼けるように熱くなっていた。

「琴葉……」

　唇が重なると、再び体勢を変え、琴葉が下になる。尚人が琴葉の頭を愛おしそうに撫でると、服を脱ぎ始めた。

（私……しちゃうんだ……尚人くんと……）

　尚人の指が琴葉の襞をかき分け、中に侵入していく。自分の体の奥からぬちゅっと、聞いたこともない水音が響いたことが恥ずかしくて、反射的に足を閉じようとした。

「もっと見せて」

「やだ……だめ……あっ……」

　尚人は、恥じらう琴葉の細い足首を掴むと、さらに身体を押し開いた。

「尚人くん……見ないで……」

　その瞬間、とろりと、熱いものが花芯からあふれ出るのを感じた琴葉は、羞恥に顔を赤らめる。そんな彼女を愛おしそうに見つめると、尚人は右手の人差し指を琴葉の蜜壺にゆっくりと沈め、何度も出し入れを繰り返した。そのたびに大きくなっていく音と共に、琴葉の声の甘さも増していく。

「はぁ……はぁ……」

　尚人の指が離れると、乱れた息を落ち着かせようとする。尚人はベッドから下りると、引き出しからなにかを取り出した。そして再び琴葉に覆い被さる。

「琴葉……やめたかったら言って」

　尚人の言葉を理解して顔を隠す。

「大丈夫……最後までして……」

　尚人くんにもっと愛されたい。精一杯の勇気を振り絞って声に出した。

「わかった……」

　琴葉の秘部に尚人のものが触れる。怖くて、不安もあったが、尚人なら大丈夫だと確信していた。

「あっ……いっ……たいっ」

　ゆっくりと自分の中に誰かが入ってくる感覚は、これまで全く経験したことがないものだった。

　歪む琴葉の頬に、尚人は優しくキスをする。

「んっ……あぁ……」

　まるで身体がふたつに引き裂かれるような強い痛みが琴葉を襲った。

「痛いよね。ごめん、でももう少しだから、がまんして」

「うん……このまま……お願い……」

　尚人の長い指が琴葉の目に溜まった涙をすくう。激痛に襲われながらも、心配してくれる尚人の顔を見ると、琴葉も自然と笑顔になった。

「尚人くん……キスして」

「うん……」

　最初は子供のようだったキスも、今は舌が絡みあう大人のキスに変わっていた。

「私、幸せだよ」

「俺もだよ」

　何度もキスを重ねる。二人の幸せな時間はもう少しだけ続いた。










　尚人との熱い夜から一週間後。

　朝早くに登校する琴葉。今日は委員会の仕事があり、いつもよりだいぶ早く家を出なければならなかった。

（すごく良い天気。快晴だ）

　誰も見ていないのをいいことに、思わず跳ねるような歩き方になる。

「あれ……」

　前方から近づいてくる亮介を発見した。スーツ姿で、あの時のことを思い出させるようだった。

「琴葉ちゃん……」

　琴葉の行く手を阻むように目の前に立った亮介と、視線が交わる。いつになく真剣な亮介の顔からは、ただならぬ雰囲気が感じられた。

「どうしてここに亮介さんが？」

「尚人に聞いたんだ。今日は委員会の仕事があるから、この時間にここを通るだろうって。俺、琴葉ちゃんに謝りたくて。ごめん……もう二度とあんなコトしないから、許して欲しい」

　深く頭を下げる亮介。予想してなかった行動に一瞬たじろいだ。

「亮介さん、頭を上げてください。ほら」

　琴葉が亮介の肩に触れ、顔を上げさせる。

「あれはお酒に酔った私も悪いですし、お相子ってことで」

「許して、くれるのか？」

「もちろん。あと、また今度あのオレンジジュース飲ませてください」

　そう言うと、亮介から一歩離れる。

「じゃあ、私は学校へ行くので。また」

　琴葉は手を振り、亮介の横を通り過ぎていった。

「恋する女にはかなわないな……」

　亮介は琴葉の背中を目で追う。その姿が見えなくなるまで、同じ場所から動かなかった。




（ふぅ、終わった）

　委員会の仕事が終わり、琴葉は教室へ向かう。もう普通にみんなが登校している時間だ。

　下駄箱の前を通ると、生徒たちが続々と入ってきている。なんとなく尚人がいないか探した。

（いない……もう教室かな）

「琴葉、おっはよ！」

　教室に戻ろうとしたとき、後ろから妙にテンションの高い七海が声を掛けてきた。振り返って「おはよ」と返す。

「早いのはそっか。委員会の仕事だっけ。お疲れさま！」

「ありがと」

　少し疲れていた琴葉だが、七海の笑顔を見て元気が湧いてくる。

「ちょっと耳貸して」

「うん？」

　七海に言われ、琴葉は耳を傾ける。

「……もうすぐ王子来るから、ここで待ってな」

「え！」

　思わず大きな声をあげた琴葉に、一瞬だけ注目が集まる。その後、生徒たちは何事もなかったかのように歩いていった。

「私は応援してるから～。他の女子に負けるな～」

　琴葉に手を振った七海は足早に教室に向かう。唖然としながら取り残された。

（七海ちゃん、もしかして私たちの関係、気付いてる……？）

　尚人が彼氏になったとまだ誰にも言っていない。それでも七海にはなにかを感づかれたようだ。

「おはようございます」

　登校してきた男子にいきなり挨拶される。昇降口で立っていたことから、挨拶習慣の当番だと間違えられた。

（え、あ、え～っと……）

　名前も知らない男子にどう接していいかわからない。挨拶をすぐ返さなかったので、相手の男子は不満そうな顔をしている。

（大丈夫……いつまでも昔の私じゃいられない）

　睨み付けるように男子の目を見る。一歩後ずさりする男子は、この状況に戸惑ってた。

（涼子ちゃんは克服したんだ。私も！）

「お、おはようございます」

　軽く頭を下げる。男子もつられて頭を下げた。

「できた……」

　現状を掴めない男子は、戸惑いながらもその場を去っていく。気持ちのいい達成感から自然と笑顔になっていた。

（思ったより恐くなかった。尚人くんのおかげかな）

「おはようございます」

　後ろからまた男子に挨拶された。

「おはようございます」

　振り返りながら頭を下げる。今度ははっきり言えた。

「琴葉、俺だよ」

　聞き覚えのある声に、琴葉はハッとする。顔を上げると、目の前には尚人がいた。

「尚人くん、お、おはよ」

「おはよ。もう二回目だけど」

　慌てる琴葉を見て、尚人がクスッと笑う。笑われて急に顔が熱くなった。

「今、男と挨拶してたね」

「う、うん」

　尚人に一部始終を見られてた。あんな格好悪い姿を見られて恥ずかしい。

「よく頑張った」

　尚人の手が琴葉の頭をポンと叩いては、続け様に優しく撫でた。尚人の高い背に隠れているため周りからは見えない。

「でもさ……」

　頭を撫でる尚人の手が、だんだんと強くなっていく。

「ちょっと、尚人くん、髪が……」

　琴葉の頭から離れた尚人の手は、次に顎をクイッと持ち上げた。近くまで迫った尚人は顔は、ちょっぴり怒ったような表情をしている。

「あんまり他の男とは話して欲しくないかも」

　そう言われ、琴葉はなんだか嬉しくなった。照れくさくなって思わず笑顔になる。

「尚人くんは、やっぱり王子様だね」

　尚人に彼女がいるって知られたら、きっと騒ぎになる。今はまだ秘密の関係であることを、琴葉は楽しもうと思った。

（こんなことしてたらすぐバレそう……）

　付き合い始めて一週間。すでに不安がいっぱいの琴葉であった。




　　　★　　★　　★




　誰もいない夕暮れの教室。部活を終えた涼子は、一人で帰る支度をしていた。

「涼子」

　そう呼んだのは教室の入り口にいる颯太だった。

「あれ？　なんで颯太がここにいるの？」

「ずっと待ってたから。一緒に帰ろうと思って」

　颯太は涼子の目の前まで近づく。そして、机の上にある涼子のバッグを手に持った。

「持ってあげる」

「え、いいって、これぐらい」

　涼子がバッグを取り返そうとするが、颯太も離そうとしない。

「もう、いいって言ってるのに……」

　意地でも持とうとする颯太に、呆れた涼子はため息交じりに諦めた。

「ほら行くよ」

「あ、待ってよ」

　颯太がバッグを持って教室を出ていこうとする。涼子は慌てて颯太を追った。

「あ、忘れものした」

　教室の出入り口で颯太が急に立ち止まる。

「え、なにわすれ──」

　振り向いた颯太が涼子の唇を奪う。突然の出来事に、涼子はその場で固まった。

「な、なに……」

　颯太は涼子を置いて、廊下を歩いてく。

「ま、待ってよ！」

　恥ずかしさに襲われながら涼子は追いかける。颯太が手を伸ばしてきたので、涼子は幸せそうな顔をして、手を繋いだ。

「ここ学校だよ。誰かに見られたら」

「いいの、誰もいないし」

　夕暮れの赤い光に照らされながら、涼子と颯太は笑顔で見つめ合い、もう一度キスをする。

　涼子は颯太の腕に手を回し、静かな二人だけの廊下を歩き始めた。




　　　◇　　◇　　◇




　琴葉が読み終わった文庫本をパタンと閉じる。

（ふぅ……やっぱり、面白い！）

　誰もいない放課後の教室で、琴葉は発売されたばかりの『キス先２』を読んでいた。

（自分が言ったシチュエーションが反映されたのは嬉しいけど、読んでてすごい恥ずかしい……）

　尚人と二人で考えた場面も多く、それが形となって読める嬉しさもあり、同時になんともいえない複雑な感情が湧いてきた。

「ごめん、琴葉。待った？」

　尚人が教室に入ってくる。三年生は卒業後の進路についての面談週間に入っていた。

「ううん、待ってないよ。これ読んでた」

　琴葉は文庫本の表紙を見せる。尚人は照れくさそうな表情を浮かべて、琴葉のそばに寄った。

「わざわざ買わなくても俺があげたのに」

「いいの。ちゃんと本屋に並んでるの見たかったから」

「そっか」

　尚人は照れくさそうに指で頬をかいている。

「その、面白かったかな？」

「それはもう！　すごいよ！　涼子ちゃんの揺れる心とか、颯太くんの甘い台詞とか。ずっとドキドキしてた」

「そこまで言われると、作者としては嬉しい限りです」

　赤面してる尚人が面白くて、琴葉は笑顔になる。

「も、もう帰ろ。今琴葉といたらダメだ」

　尚人は机にあった荷物を取って、教室を出ていこうとする。

「あ、待ってよ！」

　急いで文庫本をバッグ入れ、駆け足で尚人の後を追う。

「そうだ」

　尚人は教室の出入り口で立ち止まって、琴葉の方に振り返る。

「えっ」

　勢いよく走っていたので、止まれずに尚人に正面からぶつかった。尚人の腕が密着した琴葉の身体を包み込む。

「琴葉は走ると危ないね」

「それは、急に止まる尚人く──」

　尚人の顔を見上げると、不意に唇にキスされた。いきなりのことで頭が真っ白になる。

「学校ではまだキスしてなかった」

　顔が火傷しそうに熱くなる。尚人の腕から離れても、その場から動けないでいた。

「い、いきなり……」

「ほら、帰ろ」

　尚人が手を握ってくる。ぼーっとしてる琴葉は、尚人に引っ張られるように歩き始めた。

「琴葉にさ、手伝って欲しいことがあるんだけど」

「こ、今度はなに？」

　琴葉が尚人の横について歩く。

「『キス先２』の評判が良くて、もう次回作が決まりそうなんだ」

「ホント!?」

「うん。これも琴葉としてみたいこと書いたおかげ。だからさ、次回作はもっと琴葉に手伝いをお願いしようと思ってる」

「私でよければなんでも協力するよ！」

「ありがと……琴葉、好きだ」

　肩を抱き寄せられ、尚人にキスされる。廊下の真ん中でのキスに、琴葉は動揺を隠せないでいた。

「尚人くんは王子様なんだから……もう少し気を付けないと……」

「ごめん。でも、これも手伝いって言ったら、どうする？」

「え……」

　手伝いならいいかな、と一瞬そんな考えが浮かんだ。

（キスはダメ……いや小説のためなら……でも……）

「ここでお姫様だっこでもしようかな？」

　頭が混乱してる間に、尚人は追い打ちのように恥ずかしいことを提案してくる。

「そ、その……小説のためなら……」

　琴葉の刺激的な日常は、もう少しだけ続きそうだった。
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